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杉
原
一
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、
全
集
、
未
刊
資
料
、
既
刊
著
作
目
録 

   

『
地
域
学
論
集
』
第
二
〇
巻
第
一
号
に
「
杉
原
一
司
全
集
の
た
め
に─

準
備
稿
（
二
）

―

」
と
題
し
、
既
刊
の
著
作
目
録
と
、
田
中
仁
の
報
告
「
杉
原
一
司
の
手
帳
・
ノ
ー
ト

等
未
刊
資
料
の
年
次
（
一
）
」
と
を
発
表
し
た
。
そ
の
後
、
新
た
な
既
刊
著
作
が
発
見
さ

れ
た
た
め
、
補
訂
版
を
次
頁
よ
り
掲
載
す
る
。
新
た
に
追
加
し
た
著
作
は
、
資
料
番
号

１
・
２
・
３
・
５
で
あ
り
、
資
料
番
号
69
の
刊
行
年
の
誤
り
を
正
し
た
。
こ
の
目
録
は
、

杉
田
佳
凜
を
は
じ
め
と
し
て
著
者
三
名
が
資
料
の
発
掘
・
整
理
を
行
う
こ
と
で
作
成
し

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
田
中
仁
の
報
告
は
、
前
稿
で
取
り
上
げ
た
『
未
定
稿
Ⅰ
』
以

外
の
未
刊
資
料
に
つ
い
て
、
そ
の
成
立
過
程
・
時
期
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

今
回
、
目
録
に
追
加
し
た
著
作
の
掲
載
誌
『
や
ま
と
』
は
、
戦
時
下
、
全
国
的
に
押

し
進
め
ら
れ
た
用
紙
統
制
と
雑
誌
統
廃
合
の
圧
力
を
受
け
て
、
『
帚
木
』
『
民
族
短
歌
』

『
街
道
』
の
三
誌
を
統
合
し
た
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
一
九
四
四
年
七
月
一
日
に
創
刊
さ

れ
た
。
『
民
族
短
歌
』
の
顧
問
を
務
め
て
い
た
前
川
佐
美
雄
は
、
『
や
ま
と
』
創
刊
に
参

画
し
、
創
刊
号
に
「
覚
書
（
一
）
」
と
「
金
剛
抄
」
五
首
を
発
表
し
て
い
る
。
現
存
が
確

認
で
き
て
い
る
、
一
司
宛
前
川
書
簡
の
最
も
古
い
も
の
は
、
一
九
四
四
年
四
月
二
六
日

付
の
も
の
で
あ
り
、
同
年
一
〇
月
五
日
付
書
簡
に
は
、「
「
や
ま
と
」
へ
の
投
稿
歌
は 

小

生
の
方
へ
送
つ
て
よ
ろ
し
く 

京
都
へ
送
る
と 

二
重
に
な
る
か
ら
必
ず
小
生
の
方
へ

送
ら
れ
た
し
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
司
は
前
川
と
の
関
係
を
き
っ
か
け
と
し
て
『
や

ま
と
』
に
投
稿
し
始
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

誌
面
か
ら
は
、
検
閲
を
意
識
し
、「
歌
道
報
国
に
専
念
」（
「
編
輯
後
記
」
創
刊
号
）
す

る
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
個
々
の
掲
載
歌
に
目
を
や
る
と
、

前
線
や
銃
後
の
営
み
を
想
起
さ
せ
つ
つ
人
心
を
鼓
舞
す
る
も
の
と
、
反
対
に
時
局
を
捨

象
し
、
自
然
や
内
面
に
没
入
し
て
い
く
か
に
見
え
る
歌
と
に
大
別
さ
れ
る
。
前
川
歌
に

は
か
な
り
の
頻
度
で
前
者
の
歌
が
見
ら
れ
る
が
、
一
司
歌
一
三
首
に
は
、
後
者
の
志
向

性
が
一
貫
し
て
い
る
。 

け
ざ
や
か
に
空
輝
り
わ
た
る
夏
雲
を
超
え
て
遂
げ
な
む
わ
が
願
ひ
あ
り 

花
い
く
つ
露
に
し
め
れ
る
ば
ら
垣
を
超
え
て
ゆ
か
む
と
願
ふ
あ
は
れ
さ 

 

右
に
挙
げ
た
二
首
（
第
一
巻
第
三
・
四
号
掲
載
）
は
、
と
も
に
眼
前
の
対
象
を
超
え

て
ゆ
く
こ
と
を
願
う
（
或
い
は
、
超
え
た
先
で
願
い
を
遂
げ
ん
と
す
る
）
心
性
が
詠
わ

れ
て
い
る
が
、
超
え
る
べ
き
対
象
が
忌
ま
わ
し
き
も
の
で
は
な
く
、
眩
し
く
美
し
き
も

の
で
あ
る
こ
と
が
、
読
む
者
に
一
抹
の
違
和
感
を
抱
か
せ
る
。
不
特
定
多
数
の
他
者
に
、

美
と
認
め
ら
れ
た
装
い
そ
れ
自
体
を
希
求
し
得
ず
、
願
い
が
素
通
り
し
て
い
く
ほ
か
な

い
と
こ
ろ
に
、
作
者
の
孤
独
は
担
保
さ
れ
る
。『
や
ま
と
』
は
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
欠
号
で
あ
る
第
一
巻
第
五
号
に
も
一
司
歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

可
能
性
が
高
い
た
め
、
情
報
提
供
を
切
に
願
う
次
第
で
あ
る
。 

 

ま
た
歌
誌
の
統
合
と
言
え
ば
、
鳥
取
県
に
お
い
て
は
、
一
九
四
〇
年
に
『
曠
野
』『
太

藺
』
『
静
脈
』
が
合
併
し
、
『
新
稲
葉
集
』
（
鳥
取
新
興
歌
人
会 

一
九
四
〇
年
一
二
月
）

が
編
纂
さ
れ
、
翌
年
『
國
原
』
が
創
刊
さ
れ
る
。
中
で
も
、
前
衛
的
な
自
由
律
短
歌
が

誌
面
を
飾
る
『
曠
野
』
に
は
、
後
に
『
花
軸
』
に
集
う
こ
と
と
な
る
清
水
達
も
参
加
し

て
お
り
、
鳥
取
商
業
学
校
で
歌
を
覚
え
始
め
た
十
代
半
ば
の
一
司
が
影
響
を
受
け
た
可

能
性
に
つ
い
て
も
、
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 
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づ
か
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の
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二
十
代
の
角
度
│

陶
酔
の
韻
律

（
い
づ
こ
と
も
）

暗
夜
篇

（
現
今
の
）

批
評

（
私
も
）

（
底
深
い
）

（
殉
難
の
）

戰
後
歌
壇
の
悲
劇

ア
ク
ロ
バ
ツ
ト
論

二
十
代
の
角
度

オ
レ
ン
ヂ

花
軸

花
軸

花
軸

オ
レ
ン
ヂ

花
軸

新
聲

花
軸

花
軸

花
軸

花
軸

新
聲

オ
レ
ン
ヂ

く
れ
な
ゐ

く
れ
な
ゐ

落
穂

臼
井
書
房

花
軸
社

花
軸
社

花
軸
社

臼
井
書
房

花
軸
社

新
聲
発
行
所

花
軸
社

花
軸
社

花
軸
社

花
軸
社

新
聲
発
行
所

オ
レ
ン
ヂ
社

島
谷
好
松

一
〇
月
一
日

一
〇
月
一
〇
日

一
〇
月
一
〇
日

一
〇
月
一
〇
日

一
月
一
日

一
月
二
〇
日

二
月
一
日

二
月
二
〇
日

二
月
二
〇
日

二
月
二
〇
日

三
月
二
〇
日

四
月
一
日

八
月
一
日

六
月
一
日

八
月
一
日

八
月
一
七
日

二
巻
四
号

五
号
（
一
〇
月
号
）

五
号
（
一
〇
月
号
）

五
号
（
一
〇
月
号
）

二
巻
五
号

六
号

七
号

七
号

七
号

八
号

二
巻
六
号

四
巻
四
号
（
三
八
輯
）

四
巻
五
号
（
三
九
輯
）

一
号

短
歌
四
首
。
「
作
品
　
其
二
」
欄
。

短
歌
四
首
。

短
文
。

短
文
。

評
論
。

評
論
。

短
歌
五
首
。
目
次
に
「
杉
原
一
司
」
、
「
短
歌
」
欄

に
「
松
原
一
汀
」
と
あ
る
。

短
歌
一
五
首
。

短
文
。
「
P
r
o
m
e
n
a
d
e
」
欄
。

短
文
。

短
文
。
「
P
r
o
m
e
n
a
d
e
」
欄
。

評
論
。
「
赤
鬼
青
鬼
」
欄
。
表
紙
に
「
四
月
一
日
発

行
」
「
四
月
号
」
と
記
さ
れ
た
も
の
と
、
「
五
月
一

日
発
行
」
「
五
月
号
」
と
記
さ
れ
た
も
の
の
二
種
類

が
あ
る
（
同
一
誌
面
で
あ
り
、
と
も
に
奥
付
の
発
行

日
は
四
月
一
日
）
。

短
歌
五
首
。
「
作
品
　
其
二
」
欄
。

評
論
。
「
歌
壇
時
評
」
欄
。

評
論
。

評
論
。
資
料
番
号
3
2
の
抄
録
。

一
九
四
八
（

昭
和
二
三
）
年
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8
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6
0

6
1

6
2

6
3

抒
情
性
の
支
柱
│
現
代
短
歌
批
判
│

卵
黄
に

座
談
会
　
三
十
世
代
の
短
歌
観

指
手

方
法
の
位
置

や
さ
し
い
短
歌
論

風
景

商
談

感
傷
排
除
の
態
度

２

速
度

戯
作

ご
く
そ
ぼ
く
で
し
か
も
ち
ひ
さ
な

お
ぼ
え
が
き

獸
肉
を

内
部
に
つ
い
て

２

循
環

新
歌
人
集
團
の

砂
丘

オ
レ
ン
ヂ

風
物

風
物

メ
ト

ド

メ
ト

ド

メ
ト

ド

メ
ト

ド

メ
ト

ド

メ
ト

ド

メ
ト

ド

メ
ト

ド

情
脈
叢
書
第
十
七

篇
　
歌
集
　
海
嘯

メ
ト

ド

メ
ト

ド

メ
ト

ド

メ
ト

ド

オ
レ
ン
ヂ
社

風
物
社

風
物
社

メ
ト

ド
社

メ
ト

ド
社

メ
ト

ド
社

メ
ト

ド
社

メ
ト

ド
社

メ
ト

ド
社

メ
ト

ド
社

メ
ト

ド
社

圓
坐
社

メ
ト

ド
社

メ
ト

ド
社

メ
ト

ド
社

メ
ト

ド
社

一
月
一
日

三
月
一
日

三
月
一
日

八
月
一
〇
日

八
月
一
〇
日

九
月
一
〇
日

九
月
一
〇
日

九
月
一
〇
日

九
月
一
〇
日

一
〇
月
一
〇
日

一
〇
月
一
〇
日

一
〇
月
二
〇
日

一
一
月
一
〇
日

一
一
月
一
〇
日

一
一
月
一
〇
日

一
二
月
二
五
日

三
巻
一
号

六
輯

六
輯

一
巻
一
号

一
巻
一
号

一
巻
二
号

一
巻
二
号

一
巻
二
号

一
巻
二
号

一
巻
三
号

一
巻
三
号

一
巻
四
号

一
巻
四
号

一
巻
四
号

一
巻
五
号

評
論

短
歌
二
首

座
談
会

参
加
者

淺
井
好
四
郎
・
和
田
周
三
・
下
條
義
雄
・

杉
原
一
司
・
福
井
秋
良
・
頴
田
島
一
二
郎

司

会短
歌
四
首

評
論

短
歌
一
首

短
歌
二
首

署
名
は

早
川
則
之

評
論

短
文

フ
オ
ワ
イ
エ

欄

短
歌
三
首

覚
え
書
き

短
歌
四
首

枝
野
登
代
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編

短
歌
七
首

短
文

フ
オ
ワ
イ
エ

欄

コ
ラ
ム

視
覺

欄

随
筆

一
九
四
九

昭
和
二
四

年
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ド
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ド
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ド
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ド
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欄
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雄
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一
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の
紹
介
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と
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掲
載

奥
付
の
刊
行
年
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昭
和
二
十
八
年

と
な

て
い
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が

誤
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と
思
わ
れ
る
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特
集

戰
後
新
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人
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真
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書
編
者

大
岡
信
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塚
本
邦

雄
・
中
井
英
夫

一
九
五
六

昭
和
三
一

年

一
九
七
三

昭
和
四
八

年

一
九
五
四

昭
和
二
九

年

（
岡
村
知
子
・
杉
田
佳
凜
・
田
中
仁
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一
九
五
〇

昭
和
二
五

年
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《
報
告
》 

  
 

杉
原
一
司
の
手
帳
・
ノ
ー
ト
等
未
刊
資
料
の
年
次(

二)
 

   

杉
原
一
司
の
手
帳
・
ノ
ー
ト
等
に
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
短
歌
、
俳
句
等
の
作
品
が

い
つ
作
ら
れ
た
の
か
、
そ
し
て
い
つ
そ
こ
に
書
き
つ
け
ら
れ
た
の
か
、
現
在
ま
で
に
知

る
こ
と
の
で
き
た
資
料
に
も
と
づ
い
て
考
え
、
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
そ
の
試
み
の
一

環
と
し
て
、
「
杉
原
一
司
の
手
帳
・
ノ
ー
ト
等
未
刊
資
料
の
年
次
（
一
）
（
本
誌
第
二

〇
巻
第
一
号 

令
和
五
年
八
月
二
五
日
発
行
。
以
下
「
前
稿
」
）
に
お
い
て
、
『
未
定

稿
１
』
（
五
二
）
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。
本
稿
で
は
つ
づ
い
て
『
未
定
稿
１
』
挟
み

込
み
紙
１
以
下
を
と
り
あ
げ
る
が
、
そ
の
前
に
、
前
稿
に
お
け
る
不
行
届
や
誤
り
を
正

し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
三
件
あ
り
、
三
件
め
は
二
つ
の
誤
り
が
重
な
っ
て
い
る
。 

 

一
件
目
は
、
次
の
よ
う
に
ノ
ー
ト
（
五
四
）
と
ノ
ー
ト
（
一
五
五
）
の
関
係
を
曖
昧

な
ま
ま
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。 

ノ
ー
ト
（
五
四
）
と
ノ
ー
ト
（
一
五
五
）
と
は
、
今
私
の
手
許
に
あ
る
写
真
で
は

同
一
の
ノ
ー
ト
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
挟
み
込
み
紙
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
付
さ
れ
て
い
る
整
理
番
号
に
し
た
が
い
し
ば
ら
く
別
資
料
と
し
て
お
く
。
（
七

頁
） 

 

そ
の
後
、
原
資
料
の
確
認
に
よ
り
（
五
四
）
と
（
一
五
五
）
と
は
、
同
一
の
ノ
ー
ト

が
別
番
号
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
（
五
四
）
と
し
て
撮
影
さ

れ
た
時
と
（
一
五
五
）
と
し
て
撮
影
さ
れ
時
と
の
間
に
、
展
示
会
や
調
査
な
ど
に
と
も

な
っ
て
種
々
の
動
き
が
あ
り
、
そ
う
し
た
混
乱
が
生
じ
た
も
の
ら
し
い
。 

 

そ
こ
で
、
「
ノ
ー
ト
（
一
五
五
）
」
を
資
料
目
録
か
ら
削
除
し
、
挟
み
込
み
紙
は
ノ

ー
ト
（
五
四
）
の
挟
み
込
み
紙
３
と
す
る
。
現
在
ま
で
に
確
認
で
き
て
い
る
杉
原
ほ
さ

き
氏
所
蔵
未
刊
行
資
料
の
一
覧
を
あ
ら
た
め
て
掲
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
補
足
し

た
項
目
を
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
示
し
、
削
除
す
べ
き
項
目
に
は
縦
線
を
重
ね
書
き
す
る
。
な

お
、
【
２
】
【
９
】
【
10
】
の
資
料
名
に
な
か
っ
た
『
』
を
今
回
新
た
に
付
し
た
。
【
１
】

の
（
１
）
『
未
定
稿
１
』
、
【
12
】
『
試
論
研
究
篇
１ 

詩
論 

芸
術
論
』
と
同
じ
く

一
司
自
身
の
命
名
だ
か
ら
で
あ
る
。 

 

【
１
】
の
（
１
）
『
未
定
稿
１
』
（
五
二
） 

 
 

 
 

「
と
う
と
う
と
」 

【
１
】
の
（
２
）
『
未
定
稿
１
』
挟
み
込
み
封
筒 

 

「
つ
む
じ
な
す
」 

【
１
】
の
（
３
）
『
未
定
稿
１
』
挟
み
込
み
紙
１ 

 
「
春
の
街
は
」 

【
１
】
の
（
４
）
『
未
定
稿
１
』
挟
み
込
み
紙
２ 

 

「
樹
を
撃
て
ば
」 

【
１
】
の
（
５
）
『
未
定
稿
１
』
挟
み
込
み
紙
３ 

 

「
時
を
も
呪
う
て
」 

【
２
】 

 
 
 

『
散
文
集 

虚
無
の
角
笛
』
（
五
三
）
「
詩
を
書
く
者
に
と
っ
て
」 

【
３
】
の
（
１
）
ノ
ー
ト
（
五
四
） 

 
 

 
 

 

「
書
く
と
い
ふ
こ
と
は
」 

【
３
】
の
（
２
）
ノ
ー
ト
（
五
四
）
挟
み
込
み
紙
１
「
幕
舎
よ
り
」 

【
３
】
の
（
３
）
ノ
ー
ト
（
五
四
）
挟
み
込
み
紙
２
「
高
々
と
」 

【
３
】
の
（
４
）
ノ
ー
ト
（
五
四
）
挟
み
込
み
紙
３
「
日
本
国
憲
法
の
特
徴
」 

【
４
】 

 
 

 

歌
稿 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
楽
し
い
朱
書
の
思
出
」 

【
５
】 

 
 

 

中
林
則
男
歌
集
『
落
果
』
編
集
メ
モ
（
一
四
〇
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
歌
集 

落
花 

中
林
則
男
」 

【
６
】 

 
 

 

緑
表
紙
手
帳
（
一
四
一
） 

 
 
 
 
 

「
急
く
こ
と
も
」 

【
７
】 

 
 

 

黒
表
紙
手
帳
（
一
四
二
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
写
生
の
異
説
抄
記 

伊
藤
左
千
夫
の
写
生
説
」 

【
８
】 

 
 

 

『
俳
句
手
帖
』
（
一
四
三
） 

 
 
 
 

「
群
盗 

木 

凍
る
」 

【
９
】 

 
 

 

『
雑
記
帖
』
（
一
五
〇
） 

 
 
 
 
 

《A
u
 
m
e
m
e
 
m
o
m
e
n
t

》 

【
10
】 

 
 

 

『
雑
記
帖
』
（
一
五
一
） 

 
 
 
 
 
 

「
宗
教 

一
、
宗
教
の
本
質
」 

【
11
】 

 
 

 

ノ
ー
ト
（
一
五
二
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
前
略 

昨
日
米
９
升
三
合
い
た
ゞ
き
ま
し
た
」 

【
12
】 

 
 

 

『
試
論
研
究
篇
１ 

詩
論 

芸
術
論
』
（
一
五
三
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「
今
日
の
倫
理
の
問
題
と
文
学 

三
木
清
」 

【
13
】 

 
 

 

ノ
ー
ト
（
一
五
四
） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

「
メ
ト
ー
ド
第
一
号
昭
和
二
十
四
年
八
月
一
日
発
行
」 

【
14
】
の
（
１
）
ノ
ー
ト
（
一
五
五
）
「
書
く
と
い
ふ
こ
と
は
」 

【
14
】
の
（
２
）
ノ
ー
ト
（
一
五
五
）
挟
み
込
み
紙 

「
日
本
国
憲
法
の
特
徴
」 

  

内
容
に
よ
る
分
類
は
、
訂
正
の
あ
る
「
Ⅱ
思
索
」
、
「
Ⅲ
編
集
」
の
み
掲
げ
、
「
Ⅰ

創
作
」
、
「
Ⅳ
編
集
」
、
「
Ⅴ
書
簡
下
書
き
（
ま
た
は
書
簡
控
）
」
、
「
Ⅵ
職
務
」
、

「
Ⅶ
金
銭
出
納
」
は
省
略
す
る
。 

 

Ⅱ 

思
索 

【
２
】
『
散
文
集 

虚
無
の
角
笛
』
（
五
三
） 

【
３
】
の
（
１
）
ノ
ー
ト
（
五
四
） 
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《
報
告
》 

  
 

杉
原
一
司
の
手
帳
・
ノ
ー
ト
等
未
刊
資
料
の
年
次(

二)
 

   

杉
原
一
司
の
手
帳
・
ノ
ー
ト
等
に
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
短
歌
、
俳
句
等
の
作
品
が

い
つ
作
ら
れ
た
の
か
、
そ
し
て
い
つ
そ
こ
に
書
き
つ
け
ら
れ
た
の
か
、
現
在
ま
で
に
知

る
こ
と
の
で
き
た
資
料
に
も
と
づ
い
て
考
え
、
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
そ
の
試
み
の
一

環
と
し
て
、
「
杉
原
一
司
の
手
帳
・
ノ
ー
ト
等
未
刊
資
料
の
年
次
（
一
）
（
本
誌
第
二

〇
巻
第
一
号 

令
和
五
年
八
月
二
五
日
発
行
。
以
下
「
前
稿
」
）
に
お
い
て
、
『
未
定

稿
１
』
（
五
二
）
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。
本
稿
で
は
つ
づ
い
て
『
未
定
稿
１
』
挟
み

込
み
紙
１
以
下
を
と
り
あ
げ
る
が
、
そ
の
前
に
、
前
稿
に
お
け
る
不
行
届
や
誤
り
を
正

し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
三
件
あ
り
、
三
件
め
は
二
つ
の
誤
り
が
重
な
っ
て
い
る
。 

 

一
件
目
は
、
次
の
よ
う
に
ノ
ー
ト
（
五
四
）
と
ノ
ー
ト
（
一
五
五
）
の
関
係
を
曖
昧

な
ま
ま
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。 

ノ
ー
ト
（
五
四
）
と
ノ
ー
ト
（
一
五
五
）
と
は
、
今
私
の
手
許
に
あ
る
写
真
で
は

同
一
の
ノ
ー
ト
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
挟
み
込
み
紙
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
付
さ
れ
て
い
る
整
理
番
号
に
し
た
が
い
し
ば
ら
く
別
資
料
と
し
て
お
く
。
（
七

頁
） 

 

そ
の
後
、
原
資
料
の
確
認
に
よ
り
（
五
四
）
と
（
一
五
五
）
と
は
、
同
一
の
ノ
ー
ト

が
別
番
号
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
（
五
四
）
と
し
て
撮
影
さ

れ
た
時
と
（
一
五
五
）
と
し
て
撮
影
さ
れ
時
と
の
間
に
、
展
示
会
や
調
査
な
ど
に
と
も

な
っ
て
種
々
の
動
き
が
あ
り
、
そ
う
し
た
混
乱
が
生
じ
た
も
の
ら
し
い
。 

 

そ
こ
で
、
「
ノ
ー
ト
（
一
五
五
）
」
を
資
料
目
録
か
ら
削
除
し
、
挟
み
込
み
紙
は
ノ

ー
ト
（
五
四
）
の
挟
み
込
み
紙
３
と
す
る
。
現
在
ま
で
に
確
認
で
き
て
い
る
杉
原
ほ
さ

き
氏
所
蔵
未
刊
行
資
料
の
一
覧
を
あ
ら
た
め
て
掲
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
補
足
し

た
項
目
を
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
示
し
、
削
除
す
べ
き
項
目
に
は
縦
線
を
重
ね
書
き
す
る
。
な

お
、
【
２
】
【
９
】
【
10
】
の
資
料
名
に
な
か
っ
た
『
』
を
今
回
新
た
に
付
し
た
。
【
１
】

の
（
１
）
『
未
定
稿
１
』
、
【
12
】
『
試
論
研
究
篇
１ 

詩
論 

芸
術
論
』
と
同
じ
く

一
司
自
身
の
命
名
だ
か
ら
で
あ
る
。 

 

【
１
】
の
（
１
）
『
未
定
稿
１
』
（
五
二
） 

 
 

 
 

「
と
う
と
う
と
」 

【
１
】
の
（
２
）
『
未
定
稿
１
』
挟
み
込
み
封
筒 

 

「
つ
む
じ
な
す
」 

【
１
】
の
（
３
）
『
未
定
稿
１
』
挟
み
込
み
紙
１ 

 

「
春
の
街
は
」 

【
１
】
の
（
４
）
『
未
定
稿
１
』
挟
み
込
み
紙
２ 

 

「
樹
を
撃
て
ば
」 

【
１
】
の
（
５
）
『
未
定
稿
１
』
挟
み
込
み
紙
３ 

 

「
時
を
も
呪
う
て
」 

【
２
】 

 
 
 

『
散
文
集 

虚
無
の
角
笛
』
（
五
三
）
「
詩
を
書
く
者
に
と
っ
て
」 

【
３
】
の
（
１
）
ノ
ー
ト
（
五
四
） 

 
 

 
 

 

「
書
く
と
い
ふ
こ
と
は
」 

【
３
】
の
（
２
）
ノ
ー
ト
（
五
四
）
挟
み
込
み
紙
１
「
幕
舎
よ
り
」 

【
３
】
の
（
３
）
ノ
ー
ト
（
五
四
）
挟
み
込
み
紙
２
「
高
々
と
」 

【
３
】
の
（
４
）
ノ
ー
ト
（
五
四
）
挟
み
込
み
紙
３
「
日
本
国
憲
法
の
特
徴
」 

【
４
】 

 
 

 

歌
稿 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
楽
し
い
朱
書
の
思
出
」 

【
５
】 

 
 

 

中
林
則
男
歌
集
『
落
果
』
編
集
メ
モ
（
一
四
〇
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
歌
集 

落
花 

中
林
則
男
」 

【
６
】 

 
 

 

緑
表
紙
手
帳
（
一
四
一
） 

 
 
 
 
 

「
急
く
こ
と
も
」 

【
７
】 

 
 

 

黒
表
紙
手
帳
（
一
四
二
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
写
生
の
異
説
抄
記 

伊
藤
左
千
夫
の
写
生
説
」 

【
８
】 

 
 

 

『
俳
句
手
帖
』
（
一
四
三
） 

 
 
 
 

「
群
盗 

木 

凍
る
」 

【
９
】 

 
 

 

『
雑
記
帖
』
（
一
五
〇
） 

 
 
 
 
 

《A
u
 
m
e
m
e
 
m
o
m
e
n
t

》 

【
10
】 

 
 

 

『
雑
記
帖
』
（
一
五
一
） 

 
 
 
 
 
 

「
宗
教 

一
、
宗
教
の
本
質
」 

【
11
】 

 
 

 

ノ
ー
ト
（
一
五
二
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
前
略 

昨
日
米
９
升
三
合
い
た
ゞ
き
ま
し
た
」 

【
12
】 

 
 

 

『
試
論
研
究
篇
１ 

詩
論 

芸
術
論
』
（
一
五
三
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「
今
日
の
倫
理
の
問
題
と
文
学 

三
木
清
」 

【
13
】 

 
 

 

ノ
ー
ト
（
一
五
四
） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

「
メ
ト
ー
ド
第
一
号
昭
和
二
十
四
年
八
月
一
日
発
行
」 

【
14
】
の
（
１
）
ノ
ー
ト
（
一
五
五
）
「
書
く
と
い
ふ
こ
と
は
」 

【
14
】
の
（
２
）
ノ
ー
ト
（
一
五
五
）
挟
み
込
み
紙 

「
日
本
国
憲
法
の
特
徴
」 

  

内
容
に
よ
る
分
類
は
、
訂
正
の
あ
る
「
Ⅱ
思
索
」
、
「
Ⅲ
編
集
」
の
み
掲
げ
、
「
Ⅰ

創
作
」
、
「
Ⅳ
編
集
」
、
「
Ⅴ
書
簡
下
書
き
（
ま
た
は
書
簡
控
）
」
、
「
Ⅵ
職
務
」
、

「
Ⅶ
金
銭
出
納
」
は
省
略
す
る
。 

 

Ⅱ 

思
索 

【
２
】
『
散
文
集 

虚
無
の
角
笛
』
（
五
三
） 

【
３
】
の
（
１
）
ノ
ー
ト
（
五
四
） 
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【
７
】
黒
表
紙
手
帳
（
一
四
三
）
＊
創
作
、
編
集
、
職
務 

【
11
】
ノ
ー
ト
（
一
五
四
）
＊
書
簡 

【
14
】
ノ
ー
ト
（
一
五
五
） 

 
Ⅲ 
学
習 

【
３
】
の
（
４
）
ノ
ー
ト
（
五
四
）
挟
み
込
み
紙
３ 

【
９
】
『
雑
記
帖
』
（
一
五
〇
） 

【
10
】
『
雑
記
帖
』
（
一
五
一
） 

【
12
】
『
試
論
研
究
篇
１ 

詩
論 

芸
術
論
』
（
一
五
三
） 

  

二
件
目
は
、
「
夭
折
歌
人
作
品
集
」
の
一
部
と
し
て
一
司
の
短
歌
四
十
八
首
の
載
る

『
日
本
短
歌
』
第
二
十
三
巻
第
二
号
の
発
行
日
を
、
昭
和
二
十
八
年
二
月
一
日
と
し
た

（
一
〇
頁
）
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
、
正
し
く
は
昭
和
二
十
九
年
二

月
一
日
で
あ
る
こ
と
を
、
二
〇
二
三
年
九
月
二
日
の
連
絡
会
に
お
け
る
岡
村
氏
、
杉
田

氏
の
教
示
に
よ
り
知
っ
た
。
奥
付
に
し
た
が
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
奥
付
が
誤
っ
て

い
た
。 

 

三
件
目
の
二
つ
の
誤
り
も
、
「
夭
折
歌
人
作
品
集
」
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
そ
こ
に

掲
げ
ら
れ
て
い
る
一
司
の
四
十
八
首
の
四
十
番
目
に
、 

し
の
び
か
に
し
た
が
ふ
日
々
よ
き
よ
ら
け
く
雲
を
超
え
ゆ
く
雲
が
羨
し
も 

と
い
う
歌
が
あ
る
。
誤
り
の
一
つ
は
、
前
稿
で
右
の
歌
を
引
用
し
た
さ
い
、
結
句
の
「
羨
」

を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
目
に
つ
い
て
は
、
「
夭
折
歌
人
作
品
集
」

と
『
未
定
稿
１
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
前
稿
と
重
複
す
る
が
少
し
説
明
が
必
要
だ
と

思
う
。 

 

前
稿
で
取
り
あ
げ
た
『
未
定
稿
１
』
に
は
、
短
歌
六
十
首
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
う
ち
六
首
が
「
夭
折
歌
人
作
品
集
」
杉
原
一
司
の
部
（
以
下
「
作
品
集
」
）
の
歌
と

重
な
っ
て
お
り
、
「
作
品
集
」
の
編
者
、
お
そ
ら
く
塚
本
邦
雄
は
、
『
未
定
稿
１
』
か

ら
こ
れ
ら
六
首
を
選
び
出
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
次
の
よ
う
に
、
『
未
定
稿
１
』
と
の

重
複
歌
が
三
十
七
首
目
か
ら
四
十
二
首
目
ま
で
連
続
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
歌

の
前
後
関
係
が
、
『
未
定
稿
１
』
と
一
致
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

と
う
と
う
と 

「
作
品
集
」
〈
37
〉 

 
 

『
未
定
稿
１
』
〈
１
〉 

秋
ふ
け
て 

 
 

 
 

同 
 

〈
38
〉 

 
 
 
 
 
 
 

同 
 
 
 
 

〈
11
〉 

冬
や
ま
の 

 
 

 

同 
 

〈
39
〉 

 
 
 
 
 

同 
 
 
 
 

〈
15
〉 

し
の
び
か
に 

 
 

同 
 

〈
40
〉 

 
 
 
 
 
 

同 
 
 
 
 

〈
20
〉 

か
げ
淡
き 

 
 

 

同 
 

〈
41
〉 

 
 
 
 
 
 
 

同 
 
 
 
 

〈
21
〉 

樹
々
に
鳴
る 

 
 

同 
 

〈
42
〉 

 
 
 
 
 
 
 

同 
 
 
 
 

〈
60
〉 

 

加
え
て
、
「
秋
ふ
け
て
」
以
下
の
五
首
は
、
『
未
定
稿
１
』
の
ほ
か
に
は
「
作
品
集
」

よ
り
後
に
選
歌
・
編
集
さ
れ
た
『
短
歌
』
昭
和
三
十
一
年
八
月
号
の
「
初
等
文
法
」
と

現
代
短
歌
大
系
第
十
一
巻
『
新
人
賞
作
品
・
夭
折
歌
人
集
・
現
代
新
鋭
集
』
の
「
あ
く

び
す
る
花
」
と
以
外
に
、
現
時
点
で
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
一
首
目
の
「
と
う
と
う

と
」
は
、
「
初
等
文
法
」
、
「
あ
く
び
す
る
花
」
の
ほ
か
に
鳥
取
で
刊
行
さ
れ
て
い
た

『
円
坐
』
第
二
巻
第
八
号
（
昭
和
二
十
二
年
八
月
二
十
日
発
行
）
に
も
載
っ
て
い
る
が
、

「
論
落
」
と
い
う
題
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
作
品
集
」
は
四
十
八
首
の
う
ち
十
六
首

に
、 

鉛
錐
の
つ
り
下
げ
ら
れ
て
う
ご
か
ざ
る
暗
室
内
を
飛
翅
す
る
針
（
内
部
に
つ
い

て
） 

の
よ
う
に
歌
の
下
に
（
）
で
く
く
っ
て
題
を
付
記
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
と

う
と
う
と
」
に
は
そ
れ
が
な
い
。
「
作
品
集
」
が
題
を
付
記
し
な
い
の
は
、
右
の
歌
と

同
じ
題
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
「
と
う
と
う
と
」
も
そ
う
で
あ
る

な
ら
、
三
首
前
の
、 

獣
肉
を
つ
る
せ
る
店
の
前
ゆ
く
と
罪
の
意
識
の
消
し
さ
り
が
た
き
（
秋
の
唄
） 

と
同
じ
題
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
、
二
首
後
の
、 

冬
や
ま
の
崖
の
ま
下
に
凍
て
て
立
つ
石
あ
り
神
の
ご
と
も
か
な
し
も 

の
題
も
「
秋
の
唄
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
不
自
然
で
あ
る
。 

 

以
上
の
三
点
、 

①
配
列
の
先
後
関
係
が
一
致
し
て
い
る
こ
と 

②
「
秋
ふ
け
て
」
以
下
五
首
は
「
初
等
文
法
」
、
「
あ
く
び
す
る
花
」
以
外
に
は
み

ら
れ
な
い
こ
と 

③
「
と
う
と
う
と
」
に
題
が
付
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と 

こ
れ
ら
の
う
ち
、
②
は
現
時
点
で
は
と
い
う
に
と
ど
ま
り
、
③
は
『
円
坐
』
か
ら
と
っ

た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
に
と
ど
ま
る
が
、
「
作
品
集
」
の
「
と
う
と
う
と
」
以

下
の
六
首
は
『
未
定
稿
１
』
か
ら
抄
出
さ
れ
た
、
と
推
定
す
れ
ば
説
明
で
き
る
事
実
で

は
あ
る
。 

 

し
か
し
、
そ
う
し
た
推
定
を
さ
ま
た
げ
る
事
実
が
い
っ
ぽ
う
に
あ
る
。
『
未
定
稿
１
』

は
歌
の
題
を
記
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
作
品
集
」
四
十
番
目
の
「
し
の
び

か
に
」
の
歌
に
「
終
末
の
唄
」
と
い
う
題
が
付
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で

前
稿
で
は
、
「
現
時
点
で
は
『
未
定
稿
１
』
か
塚
本
の
か
か
わ
っ
た
文
献
以
外
に
は
み
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え
な
い
歌
の
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
献
が
、
今
後
見
つ
か
る
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
」（
二

一
頁
）
、
ま
た
、
「
こ
の
歌
が
み
え
る
の
は
、
『
未
定
稿
１
』
の
ほ
か
は
『
日
本
短
歌
』

「
夭
折
歌
人
作
品
集
」
、
『
短
歌
』
「
初
等
文
法
」
、
『
大
系
』
「
あ
く
び
す
る
花
」

の
み
で
あ
る
が
、
「
夭
折
歌
人
作
品
集
」
は
、
歌
の
下
に
（
）
で
く
く
っ
て
題
を
掲
げ

て
お
り
、
こ
の
歌
に
は
、
（
終
末
の
唄
）
と
あ
る
。
『
未
定
稿
１
』
に
は
ど
の
歌
に
も

題
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
は
「
し
の
び
か
に
」
が
「
終
末
の
唄
」
と
い
う
題
の
も
と
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
文
献
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
事
実
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」
（
同

前
）
な
ど
と
書
い
た
。 

 

誤
り
は
、
「
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
献
」
で
あ
る
。
こ
の
と
き
考
え
て
い
た
「
文
献
」

は
刊
行
物
、
な
か
で
も
歌
誌
『
く
れ
な
ゐ
』
で
あ
っ
た
。
私
の
見
る
こ
と
の
で
き
た
『
く

れ
な
ゐ
』
は
、
一
司
の
評
論
「
戦
後
歌
壇
の
悲
劇
」
の
載
る
第
四
巻
第
四
号
通
巻
第
三

十
八
号
（
昭
和
二
十
三
年
六
月
一
日
発
行
）
の
複
写
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
作
品
欄
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
歌
に
は
多
く
の
場
合
題
が
あ
る
。 

 

し
か
し
、
『
未
定
稿
１
』
で
は
題
の
な
い
「
し
の
び
か
に
」
の
歌
に
、
「
夭
折
歌
人

作
品
集
」
で
は
「
終
末
の
唄
」
と
い
う
題
が
付
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
示
唆
す

る
の
は
、
「
し
の
び
か
に
」
が
「
終
末
の
唄
」
と
い
う
題
の
も
と
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

刊
行
物
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
刊
行
物
だ
け
で
は
な
く
、
書
簡
【
34
】

の
「
初
等
修
辞
学
」
九
首
、
【
50
】
の
「
《
コ
ッ
ペ
リ
ア
》
ー
バ
レ
エ
」
六
首
、
【
85
】

の
「
北
方
種
族
」
三
首
の
よ
う
に
、
書
簡
に
同
封
し
て
、
ま
た
は
書
簡
と
し
て
塚
本
に

送
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
ノ
ー
ト
・
手
帳
類
に
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
あ
る
い
は
そ
の
両
方
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
ど
ち
ら
で
も
な
く
、
前

稿
で
『
未
定
稿
１
』
の 

〈
18
〉
あ
ざ
や
け
き
死
の
ち
ら
ち
ら
と
う
か
び
く
る
日
ぐ
れ
は
禽と

り

も
啼
く
と
せ
な

く
に 

〈
48
〉
押
せ
ば
開あ

く
と
び
ら
く
ぐ
り
て
出
で
し
と
き
ひ
く
く
た
れ
た
る
雲
を
み
と

め
ぬ 

に
つ
い
て
記
し
た
（
二
一
頁
）
よ
う
に
、
歌
会
で
知
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
よ
う
。 

刊
行
物
に
限
定
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。 

 

で
は
、
「
し
の
び
か
に
」
の
歌
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
ど
こ
か
ら
と
っ
た
の
か
。
こ
の

歌
が
「
終
末
の
唄
」
と
い
う
題
の
も
と
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
は
書
き
つ
け
ら
れ

て
い
る
資
料
か
ら
な
の
か
、
『
未
定
稿
１
』
か
ら
な
の
か
、
ま
た
は
ど
ち
ら
で
も
あ
る

の
か
、
ど
ち
ら
で
も
な
い
の
か
、
い
ろ
い
ろ
に
考
え
ら
れ
る
が
、
現
時
点
で
は
わ
か
ら

な
い
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
田
中 

仁
） 

 

三 

作
歌
・
資
料
成
立
の
年
次 

 

Ⅰ 

創
作
に
か
か
わ
る
資
料
（
承
前
） 

 

２
【
１
】
の
（
２
）
未
定
稿
１
挟
み
込
み
封
筒 

 

○
内
容 

表
に
短
歌
三
首
、
裏
に
短
歌
二
首
。
計
五
首
。
そ
の
他
裏
に
、
「
粒
」
、

「
所
詮
短
歌
」
、
「
起
伏
」
等
の
す
さ
み
書
き
あ
り
。 

○
他
文
献
と
の
対
応 

 
 

ナ
シ 

  

【
１
】
の
（
２
）
す
な
わ
ち
本
資
料
を
ふ
く
め
て
、
【
１
】
の
（
３
）
、
【
１
】
の

（
４
）
、
【
１
】
の
（
５
）
の
四
点
は
、
『
未
定
稿
１
』
の
二
十
四
頁
目
（
料
紙
十
二

枚
目
）
と
二
十
五
頁
目
（
料
紙
十
三
枚
目
）
の
間
に
、
前
か
ら
（
２
）
、
（
３
）
、
（
４
）
、

（
５
）
の
順
に
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
。
『
未
定
稿
１
』
の
二
十
四
頁
目
に
は
、
六
十
首

中
の
終
わ
り
の
三
首
で
あ
る
〈
58
〉
「
と
ほ
じ
ろ
く
」
、
〈
59
〉
「
冬
白
き
」
、
が
書

き
つ
け
ら
れ
、
二
十
五
頁
目
以
下
は
白
紙
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
誰
か
が
〈
60
〉

「
樹
々
に
鳴
る
」
の
後
ろ
に
転
記
し
よ
う
と
し
て
こ
こ
に
挟
み
込
み
、
転
記
し
な
い
ま

ま
に
な
っ
た
、
そ
の
「
誰
か
」
は
一
司
自
身
で
あ
る
、
と
い
う
可
能
性
は
皆
無
で
は
な

い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
四
点
が
、
い
つ
、
誰
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
理
由
・
事
情
に

よ
り
『
未
定
稿
１
』
の
こ
の
頁
に
挟
み
込
ま
れ
た
の
か
は
、
実
は
ま
っ
た
く
不
明
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
四
点
に
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
短
歌
等
の
作
ら
れ

た
時
、
書
き
つ
け
ら
れ
た
時
を
、
『
未
定
稿
１
』
の
成
立
年
次
と
結
び
つ
け
て
考
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

ま
た
、
こ
れ
ら
四
点
に
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
短
歌
等
に
、
現
時
点
で
他
資
料
に
見

ら
れ
る
も
の
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
年
次
の
わ
か
る
他
資
料
と
の
対
応
に
基
づ
い
て
作

歌
・
成
立
年
次
を
推
定
す
る
と
い
う
方
法
も
使
え
な
い
。
こ
こ
で
は
「
内
容
」
の
み
略

記
し
て
お
く
。
な
お
、
３
以
下
で
「
歌
案
○
首
分
」
と
い
う
場
合
の
、
「
歌
案
」
は
田

中
の
私
見
で
あ
る
。
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
語
句
が
詩
で
も
俳
句
で
も
な
く
短
歌
の
案

だ
と
は
言
い
切
れ
な
い
例
も
あ
る
し
、
そ
も
そ
も
ジ
ャ
ン
ル
の
意
識
は
な
く
、
ふ
と
思

い
浮
か
ん
だ
言
葉
を
書
き
つ
け
た
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
短
歌
や
「
歌
案
」

の
傍
ら
に
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
短
歌
ま
た
は
歌
案
の
別
案
な
の
か
、
別
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え
な
い
歌
の
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
献
が
、
今
後
見
つ
か
る
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
」（
二

一
頁
）
、
ま
た
、
「
こ
の
歌
が
み
え
る
の
は
、
『
未
定
稿
１
』
の
ほ
か
は
『
日
本
短
歌
』

「
夭
折
歌
人
作
品
集
」
、
『
短
歌
』
「
初
等
文
法
」
、
『
大
系
』
「
あ
く
び
す
る
花
」

の
み
で
あ
る
が
、
「
夭
折
歌
人
作
品
集
」
は
、
歌
の
下
に
（
）
で
く
く
っ
て
題
を
掲
げ

て
お
り
、
こ
の
歌
に
は
、
（
終
末
の
唄
）
と
あ
る
。
『
未
定
稿
１
』
に
は
ど
の
歌
に
も

題
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
は
「
し
の
び
か
に
」
が
「
終
末
の
唄
」
と
い
う
題
の
も
と
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
文
献
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
事
実
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」
（
同

前
）
な
ど
と
書
い
た
。 

 

誤
り
は
、
「
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
献
」
で
あ
る
。
こ
の
と
き
考
え
て
い
た
「
文
献
」

は
刊
行
物
、
な
か
で
も
歌
誌
『
く
れ
な
ゐ
』
で
あ
っ
た
。
私
の
見
る
こ
と
の
で
き
た
『
く

れ
な
ゐ
』
は
、
一
司
の
評
論
「
戦
後
歌
壇
の
悲
劇
」
の
載
る
第
四
巻
第
四
号
通
巻
第
三

十
八
号
（
昭
和
二
十
三
年
六
月
一
日
発
行
）
の
複
写
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
作
品
欄
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
歌
に
は
多
く
の
場
合
題
が
あ
る
。 

 

し
か
し
、
『
未
定
稿
１
』
で
は
題
の
な
い
「
し
の
び
か
に
」
の
歌
に
、
「
夭
折
歌
人

作
品
集
」
で
は
「
終
末
の
唄
」
と
い
う
題
が
付
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
示
唆
す

る
の
は
、
「
し
の
び
か
に
」
が
「
終
末
の
唄
」
と
い
う
題
の
も
と
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

刊
行
物
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
刊
行
物
だ
け
で
は
な
く
、
書
簡
【
34
】

の
「
初
等
修
辞
学
」
九
首
、
【
50
】
の
「
《
コ
ッ
ペ
リ
ア
》
ー
バ
レ
エ
」
六
首
、
【
85
】

の
「
北
方
種
族
」
三
首
の
よ
う
に
、
書
簡
に
同
封
し
て
、
ま
た
は
書
簡
と
し
て
塚
本
に

送
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
ノ
ー
ト
・
手
帳
類
に
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
あ
る
い
は
そ
の
両
方
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
ど
ち
ら
で
も
な
く
、
前

稿
で
『
未
定
稿
１
』
の 

〈
18
〉
あ
ざ
や
け
き
死
の
ち
ら
ち
ら
と
う
か
び
く
る
日
ぐ
れ
は
禽と

り

も
啼
く
と
せ
な

く
に 

〈
48
〉
押
せ
ば
開あ

く
と
び
ら
く
ぐ
り
て
出
で
し
と
き
ひ
く
く
た
れ
た
る
雲
を
み
と

め
ぬ 

に
つ
い
て
記
し
た
（
二
一
頁
）
よ
う
に
、
歌
会
で
知
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
よ
う
。 

刊
行
物
に
限
定
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。 

 

で
は
、
「
し
の
び
か
に
」
の
歌
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
ど
こ
か
ら
と
っ
た
の
か
。
こ
の

歌
が
「
終
末
の
唄
」
と
い
う
題
の
も
と
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
は
書
き
つ
け
ら
れ

て
い
る
資
料
か
ら
な
の
か
、
『
未
定
稿
１
』
か
ら
な
の
か
、
ま
た
は
ど
ち
ら
で
も
あ
る

の
か
、
ど
ち
ら
で
も
な
い
の
か
、
い
ろ
い
ろ
に
考
え
ら
れ
る
が
、
現
時
点
で
は
わ
か
ら

な
い
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
田
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仁
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作
歌
・
資
料
成
立
の
年
次 

 

Ⅰ 

創
作
に
か
か
わ
る
資
料
（
承
前
） 

 

２
【
１
】
の
（
２
）
未
定
稿
１
挟
み
込
み
封
筒 

 

○
内
容 

表
に
短
歌
三
首
、
裏
に
短
歌
二
首
。
計
五
首
。
そ
の
他
裏
に
、
「
粒
」
、

「
所
詮
短
歌
」
、
「
起
伏
」
等
の
す
さ
み
書
き
あ
り
。 

○
他
文
献
と
の
対
応 

 
 

ナ
シ 

  

【
１
】
の
（
２
）
す
な
わ
ち
本
資
料
を
ふ
く
め
て
、
【
１
】
の
（
３
）
、
【
１
】
の

（
４
）
、
【
１
】
の
（
５
）
の
四
点
は
、
『
未
定
稿
１
』
の
二
十
四
頁
目
（
料
紙
十
二

枚
目
）
と
二
十
五
頁
目
（
料
紙
十
三
枚
目
）
の
間
に
、
前
か
ら
（
２
）
、
（
３
）
、
（
４
）
、

（
５
）
の
順
に
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
。
『
未
定
稿
１
』
の
二
十
四
頁
目
に
は
、
六
十
首

中
の
終
わ
り
の
三
首
で
あ
る
〈
58
〉
「
と
ほ
じ
ろ
く
」
、
〈
59
〉
「
冬
白
き
」
、
が
書

き
つ
け
ら
れ
、
二
十
五
頁
目
以
下
は
白
紙
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
誰
か
が
〈
60
〉

「
樹
々
に
鳴
る
」
の
後
ろ
に
転
記
し
よ
う
と
し
て
こ
こ
に
挟
み
込
み
、
転
記
し
な
い
ま

ま
に
な
っ
た
、
そ
の
「
誰
か
」
は
一
司
自
身
で
あ
る
、
と
い
う
可
能
性
は
皆
無
で
は
な

い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
四
点
が
、
い
つ
、
誰
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
理
由
・
事
情
に

よ
り
『
未
定
稿
１
』
の
こ
の
頁
に
挟
み
込
ま
れ
た
の
か
は
、
実
は
ま
っ
た
く
不
明
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
四
点
に
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
短
歌
等
の
作
ら
れ

た
時
、
書
き
つ
け
ら
れ
た
時
を
、
『
未
定
稿
１
』
の
成
立
年
次
と
結
び
つ
け
て
考
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

ま
た
、
こ
れ
ら
四
点
に
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
短
歌
等
に
、
現
時
点
で
他
資
料
に
見

ら
れ
る
も
の
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
年
次
の
わ
か
る
他
資
料
と
の
対
応
に
基
づ
い
て
作

歌
・
成
立
年
次
を
推
定
す
る
と
い
う
方
法
も
使
え
な
い
。
こ
こ
で
は
「
内
容
」
の
み
略

記
し
て
お
く
。
な
お
、
３
以
下
で
「
歌
案
○
首
分
」
と
い
う
場
合
の
、
「
歌
案
」
は
田

中
の
私
見
で
あ
る
。
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
語
句
が
詩
で
も
俳
句
で
も
な
く
短
歌
の
案

だ
と
は
言
い
切
れ
な
い
例
も
あ
る
し
、
そ
も
そ
も
ジ
ャ
ン
ル
の
意
識
は
な
く
、
ふ
と
思

い
浮
か
ん
だ
言
葉
を
書
き
つ
け
た
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
短
歌
や
「
歌
案
」

の
傍
ら
に
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
短
歌
ま
た
は
歌
案
の
別
案
な
の
か
、
別
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個
の
歌
の
案
な
の
か
判
別
が
難
し
い
場
合
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
○
首
分
」
の
○
の

数
字
も
ま
た
田
中
の
私
見
で
あ
る
。 

 
３
【
１
】
の
（
３
）
未
定
稿
１
挟
み
込
み
紙
１ 

 

 

○
内
容 

 

表
に
歌
案
十
首
分
。
裏
に
短
歌
一
首
、
歌
案
六
首
分 

 

４
【
１
】
の
（
４
）
未
定
稿
１
挟
み
込
み
紙
２ 

 

○
内
容 

表
に
歌
案
三
首
分
。
裏
白
紙 

 

５
【
１
】
の
（
５
）
未
定
稿
１
挟
み
込
み
紙
３ 

 

○
内
容 

表
に
詩
一
編
。
裏
に
詩
一
編
の
つ
づ
き
、
歌
案
三
首
分
、
短
歌
一
首
。 

 

６
【
３
】
の
（
２
）
ノ
ー
ト
（
五
四
）
挟
み
込
み
紙
１ 

 

 

ノ
ー
ト
（
五
四
）
よ
り
や
や
小
型
の
ノ
ー
ト
か
ら
離
れ
た
と
思
わ
れ
る
罫
紙
一
枚
。

表
紙
と
一
頁
目
と
の
間
に
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
。
一
面
に
は
短
歌
と
歌
案
、
反
対
側

の
一
面
に
は
「
牛
乳
・
煙
草
代
」
、
「
下
宿
代
」
、
「
配
給
代
」
な
ど
の
計
算
式
が

あ
る
。
前
者
を
表
、
後
者
を
裏
と
し
、
こ
こ
で
は
表
の
み
取
り
あ
げ
る
。 

 ○
内
容 

 

短
歌
六
首
、
歌
案
七
首
分
。 

 

○
他
文
献
と
の
対
応 

 

◇
『
メ
ト
ー
ド
』
第
一
巻
第
三
号
（
昭
和
二
十
四
年
十
月
十
日
刊
）
と
の
対
応 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

肌
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
飾
り
ぬ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

は 
 

 
 

の
ご
と
く
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

と 
 
 
 
 
 
 
 

の 
 

詩
句
に 

あ 

り 
 
 
 

 
 

〈
４
〉
「
刺
青
を
さ
れ
た
蝶
々
」
□
コ
ク
ト
オ
は
か
つ
て
明
か
る
く
詩
句
に
選
び
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

肌
に
ほ
り
し
女
よ 

〈
１
〉
「
刺
青
」
を
さ
れ
た
蝶
々
と
コ
ク
ト
オ
は
詩
句
を
飾
り
ぬ
人
々
は
背
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
戯
作
」
三
首
そ
の
第
一
首 

  
 

 

ア
キ
レ
ス
は
い
ま
だ
亀
に
は
追
ひ
つ
け
ず
瞬
間
を 

 
 

 

追
い
つ
け
ぬ
亀
を
を
亀
を
知
ら
ね
ば
瞬
間
を
至
高
と
決
め 

 
 

 

け 

〈
６
〉
瞬
間
の
描
冩
を
よ
し
と
す
る
歌
人
＝
ア
キ
レ
ス
は
亀
に
ま
だ
追
ひ
つ
か
ぬ 

〈
３
〉
瞬
間
の
描
冩
を
よ
し
と
す
る
歌
人
＝
ア
キ
レ
ス
は
龜
に
ま
だ
追
ひ
つ
け
ぬ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
戯
作
」
三
首
そ
の
第
三
首 

 

○
年
次 

  

『
メ
ト
ー
ド
』
第
一
巻
第
三
号
掲
載
歌
と
対
応
す
る
歌
が
二
首
あ
る
。
『
メ
ト
ー
ド
』

は
、
奥
付
に
よ
れ
ば
創
刊
号
で
あ
る
第
一
巻
第
一
号
が
昭
和
二
十
四
年
八
月
五
日
に
印

刷
、
同
十
日
に
発
行
さ
れ
て
以
後
、
例
外
と
し
て
第
一
巻
第
五
号
が
昭
和
二
十
四
年
十

二
月
二
十
日
印
刷
、
同
二
十
五
日
発
行
に
な
っ
て
い
る
以
外
は
、
終
刊
号
の
第
二
巻
第

二
号
ま
で
、
毎
月
一
回
、
五
日
に
印
刷
、
十
日
に
発
行
さ
れ
て
い
る
。
第
三
号
は
昭
和

二
十
四
年
十
月
五
日
印
刷
、
同
十
月
十
日
発
行
で
あ
る
。 

 

そ
の
第
三
号
へ
の
投
稿
は
い
つ
ま
で
可
能
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
を
推
測
す
る
手
が
か

り
が
、
昭
和
二
十
四
年
九
月
三
日
の
塚
本
宛
書
簡
【
107
】
に
あ
る
。
次
の
よ
う
な
一
節

で
あ
る
。 

尚
丹
波
市
へ
行
き
、
直
ぐ
、
会
が
で
き
る
や
う
な
ら
、
三
号
の
命
令
書
発
行
し
ま

す
。
三
号
に
は
こ
れ
か
ら
か
か
り
ま
す
。
貴
兄
む
か
へ
て
の
会
は
二
十
日
よ
り
も

二
十
五
日
頃
の
方
が
よ
く
、
そ
こ
で
原
稿
ま
と
め
て
丹
比
へ
こ
と
づ
け
て
も
ら
う

や
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
第
三
号
の
実
質
上
の
投
稿
締
め
切
り
は
九
月
二
十
五
日
、
印
刷
日
の

十
日
前
で
あ
る
。
「
「
刺
青
」
を
」
、
「
瞬
間
の
」
の
二
首
は
こ
の
日
ま
で
に
作
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

上
限
は
八
月
二
十
七
日
で
あ
る
。
一
司
は
、
第
一
巻
第
二
号
（
昭
和
二
十
四
年
九
月

五
日
印
刷
、
同
十
日
発
行
）
に
、
早
川
則
之
名
で
「
商
談
」
二
首
、
杉
原
一
司
名
で
「
風
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景
」
一
首
を
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
二
号
の
締
め
切
り
も
印
刷
日
の
十
日
前
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
三
首
は
八
月
二
十
六
日
ま
で
に
作
ら
れ
た
、
そ
し
て
そ
の
後

の
一
ヶ
月
間
に
作
ら
れ
て
第
三
号
に
「
「
刺
青
」
を
」
、
「
瞬
間
の
」
が
作
ら
れ
た
と

推
定
で
き
る
。 

 

こ
の
推
定
は
、
裏
面
の
計
算
式
の
な
か
の
「
下
宿
代
」
と
符
合
す
る
。
一
司
の
下
宿

生
活
は
、
杉
原
一
司
歌
集
刊
行
会
編
『
杉
原
一
司
歌
集
』
（
綜
合
印
刷
出
版 

二
〇
二

〇
年
三
月
刊
）
に
付
載
さ
れ
て
い
る
、
安
藤
隆
一
・
杉
原
ほ
さ
き
氏
作
成
「
杉
原
一
司

関
係
年
譜
」
の
「
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
」
に
、 

五
月
一
日
、
天
理
語
学
専
門
学
校
本
科
フ
ラ
ン
ス
語
部
（
現
・
天
理
大
学
）
に
入

学 

と
あ
る
天
理
語
専
在
学
時
以
外
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
下
宿
代

の
計
算
は
昭
和
二
十
三
年
五
月
以
降
に
書
き
つ
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。 

 

問
題
は
、
次
の
よ
う
な
歌
と
歌
案
と
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

帯
剱
を
洗
ふ
水
の 

〈
２
〉
風
呂
炊
き
を
役
と
す
る
二
等
兵
な 

れ
ば
帯
剱
の
さ
び
を
灰
で
落
す
も 

 
 
 
 
 

［ 

］ 
 
 
 
 
 
 
 

の
み
を 

〈
13
〉
戦
の
「
□
□
」
の
□
を
知
る
兵
に
兵
ら
は
問
ひ
ぬ
「
ど
ち
ら
が
勝 

 
 

 
 

 
 

ラ
ヂ
オ
き
ゝ
し
と
い
ふ 

 
 

 

っ
た
」 

 

「
杉
原
一
司
関
係
年
譜
」
（
前
出
）
の
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
に
、 

三
月
二
七
日
、
応
召
。
（
一
〇
月
初
め
に
復
員
） 

と
あ
る
。
右
の
〈
２
〉
・
〈
13
〉
に
は
、
こ
の
兵
役
の
体
験
が
反
映
し
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
明
確
で
は
な
い
が
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

□ 
 

ひ
そ 

く
ら
き 

を 
 
 
 
 

出
て 

〈
１
〉
幕
舎
よ
り
抜
け 

か
に 

林
抜
け
て
来
て
生
き
て
あ
り
し
よ 

  
 
 
 
 
 

民
の 

あ
は
れ
を 

 
 

あ
は
れ
を
知
ら
ぬ 

〈
12
〉 

少
将
の
暗
さ
を
は
ぬ
ぐ
は
れ
ざ
ら
む 

も
同
じ
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
右
の
歌
一
首
と
歌
案
三
首
分
は
、

昭
和
二
十
年
三
月
二
十
五
日
以
降
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
の
頃
ま
で
に
作
ら
れ
書
き

つ
け
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
う
ち
〈
12
〉
・
〈
13
〉
は
、
前
述
の
よ
う
に
昭
和
二
十
四
年
八

月
二
十
七
日
頃
か
ら
同
年
九
月
二
十
五
日
頃
ま
で
の
間
の
書
き
つ
け
と
推
測
さ
れ
る

〈
４
〉
・
〈
６
〉
よ
り
も
左
、
す
な
わ
ち
後
ろ
に
書
か
れ
て
い
る
。
〈
１
〉
・
〈
２
〉

は
〈
４
〉
・
〈
６
〉
の
右
に
位
置
す
る
が
、
〈
４
〉
が
一
行
目
か
ら
二
行
目
に
書
か
れ
、

〈
１
〉
・
〈
２
〉
は
そ
の
右
の
欄
外
に
書
か
れ
て
お
り
、
書
き
つ
け
ら
れ
た
の
は
〈
４
〉
・

〈
６
〉
よ
り
も
後
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
〈
１
〉
〈
２
〉
〈
12
〉
〈
13
〉

が
昭
和
二
十
年
三
月
二
十
五
日
以
降
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
の
頃
ま
で
に
書
き
つ
け

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
、
〈
４
〉
〈
６
〉
は
そ
の
頃
ま
た
は
そ
れ
よ
り
前
の
作
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
、
一
司
が
四
年
以
上
前
の
旧
作
を
『
メ
ト
ー
ド
』
に
掲
載
す
る
と
は

と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。
〈
２
〉
・
〈
13
〉
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
に
加
え
て
〈
１
〉
・

〈
12
〉
は
兵
役
の
体
験
と
は
無
縁
な
の
か
、
ま
た
は
そ
の
反
映
な
の
か
、
た
だ
ち
に
判

断
す
る
の
は
難
し
い
が
、
仮
に
後
者
で
あ
っ
た
と
し
て
も
過
去
の
体
験
の
反
映
で
あ
り
、

本
資
料
は
昭
和
二
十
四
年
八
月
二
十
七
日
頃
か
ら
同
年
九
月
二
十
五
日
頃
ま
で
の
間
に

成
立
し
た
と
い
う
推
定
を
さ
ま
た
げ
る
も
の
で
は
な
い
。 

 

７
【
３
】
の
（
３
）
ノ
ー
ト
（
五
四
）
挟
み
込
み
紙
２ 

 

 

絵
日
記
帳
の
頁
の
離
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
の
面
に
は
人
の
顔
、
山
、
反
対
の

面
に
は
鯉
の
ぼ
り
が
鉛
筆
で
描
か
れ
て
い
る
。
誰
が
描
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

前
者
を
表
、
後
者
を
裏
と
す
る
。
前
者
の
左
上
隅
に
⑦
、
後
者
の
右
上
隅
に
⑧
と
書

き
つ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
数
字
が
本
来
何
を
意
味
す
る
も

の
で
あ
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。 

 

○
内
容 

表
に
短
歌
六
首
。
裏
に
短
歌
三
首
。
計
九
首 

 

○
他
文
献
と
の
対
応 

 

◇
『
未
定
稿
１
』
と
の
対
応 

 

〈
９
〉
舞
台
せ
ま
し
と
踊
る
女
人
の
手
の
足
の
伸
び
〳
〵
と
良
き
き
ん
せ
い
を
み
よ 

〈
24
〉
か
ろ
や
か
に
踊
る
女
人
の
手
の
足
の
の
び
の
び
と
よ
き
均
整
は
見
よ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

題
な
し 

全
六
十
首
そ
の
第
二
十
四
首 

  

な
お
、
本
資
料
〈
８
〉
は
次
の
よ
う
に
ノ
ー
ト(

一
五
四
）
の
〈
53
〉
と
対
応
し
て
い

る
。 
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景
」
一
首
を
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
二
号
の
締
め
切
り
も
印
刷
日
の
十
日
前
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
三
首
は
八
月
二
十
六
日
ま
で
に
作
ら
れ
た
、
そ
し
て
そ
の
後

の
一
ヶ
月
間
に
作
ら
れ
て
第
三
号
に
「
「
刺
青
」
を
」
、
「
瞬
間
の
」
が
作
ら
れ
た
と

推
定
で
き
る
。 

 
こ
の
推
定
は
、
裏
面
の
計
算
式
の
な
か
の
「
下
宿
代
」
と
符
合
す
る
。
一
司
の
下
宿

生
活
は
、
杉
原
一
司
歌
集
刊
行
会
編
『
杉
原
一
司
歌
集
』
（
綜
合
印
刷
出
版 

二
〇
二

〇
年
三
月
刊
）
に
付
載
さ
れ
て
い
る
、
安
藤
隆
一
・
杉
原
ほ
さ
き
氏
作
成
「
杉
原
一
司

関
係
年
譜
」
の
「
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
」
に
、 

五
月
一
日
、
天
理
語
学
専
門
学
校
本
科
フ
ラ
ン
ス
語
部
（
現
・
天
理
大
学
）
に
入

学 

と
あ
る
天
理
語
専
在
学
時
以
外
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
下
宿
代

の
計
算
は
昭
和
二
十
三
年
五
月
以
降
に
書
き
つ
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。 

 

問
題
は
、
次
の
よ
う
な
歌
と
歌
案
と
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

帯
剱
を
洗
ふ
水
の 

〈
２
〉
風
呂
炊
き
を
役
と
す
る
二
等
兵
な 

れ
ば
帯
剱
の
さ
び
を
灰
で
落
す
も 

 
 
 
 
 

［ 

］ 
 
 
 
 
 
 
 

の
み
を 

〈
13
〉
戦
の
「
□
□
」
の
□
を
知
る
兵
に
兵
ら
は
問
ひ
ぬ
「
ど
ち
ら
が
勝 

 
 

 
 

 
 

ラ
ヂ
オ
き
ゝ
し
と
い
ふ 

 
 

 

っ
た
」 

 

「
杉
原
一
司
関
係
年
譜
」
（
前
出
）
の
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
に
、 

三
月
二
七
日
、
応
召
。
（
一
〇
月
初
め
に
復
員
） 

と
あ
る
。
右
の
〈
２
〉
・
〈
13
〉
に
は
、
こ
の
兵
役
の
体
験
が
反
映
し
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
明
確
で
は
な
い
が
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

□ 
 

ひ
そ 

く
ら
き 

を 
 
 
 
 

出
て 

〈
１
〉
幕
舎
よ
り
抜
け 

か
に 

林
抜
け
て
来
て
生
き
て
あ
り
し
よ 

  
 
 
 
 
 

民
の 

あ
は
れ
を 

 
 

あ
は
れ
を
知
ら
ぬ 

〈
12
〉 

少
将
の
暗
さ
を
は
ぬ
ぐ
は
れ
ざ
ら
む 

も
同
じ
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
右
の
歌
一
首
と
歌
案
三
首
分
は
、

昭
和
二
十
年
三
月
二
十
五
日
以
降
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
の
頃
ま
で
に
作
ら
れ
書
き

つ
け
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
う
ち
〈
12
〉
・
〈
13
〉
は
、
前
述
の
よ
う
に
昭
和
二
十
四
年
八

月
二
十
七
日
頃
か
ら
同
年
九
月
二
十
五
日
頃
ま
で
の
間
の
書
き
つ
け
と
推
測
さ
れ
る

〈
４
〉
・
〈
６
〉
よ
り
も
左
、
す
な
わ
ち
後
ろ
に
書
か
れ
て
い
る
。
〈
１
〉
・
〈
２
〉

は
〈
４
〉
・
〈
６
〉
の
右
に
位
置
す
る
が
、
〈
４
〉
が
一
行
目
か
ら
二
行
目
に
書
か
れ
、

〈
１
〉
・
〈
２
〉
は
そ
の
右
の
欄
外
に
書
か
れ
て
お
り
、
書
き
つ
け
ら
れ
た
の
は
〈
４
〉
・

〈
６
〉
よ
り
も
後
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
〈
１
〉
〈
２
〉
〈
12
〉
〈
13
〉

が
昭
和
二
十
年
三
月
二
十
五
日
以
降
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
の
頃
ま
で
に
書
き
つ
け

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
、
〈
４
〉
〈
６
〉
は
そ
の
頃
ま
た
は
そ
れ
よ
り
前
の
作
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
、
一
司
が
四
年
以
上
前
の
旧
作
を
『
メ
ト
ー
ド
』
に
掲
載
す
る
と
は

と
う
て
い
考
え
ら
れ
な
い
。
〈
２
〉
・
〈
13
〉
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
に
加
え
て
〈
１
〉
・

〈
12
〉
は
兵
役
の
体
験
と
は
無
縁
な
の
か
、
ま
た
は
そ
の
反
映
な
の
か
、
た
だ
ち
に
判

断
す
る
の
は
難
し
い
が
、
仮
に
後
者
で
あ
っ
た
と
し
て
も
過
去
の
体
験
の
反
映
で
あ
り
、

本
資
料
は
昭
和
二
十
四
年
八
月
二
十
七
日
頃
か
ら
同
年
九
月
二
十
五
日
頃
ま
で
の
間
に

成
立
し
た
と
い
う
推
定
を
さ
ま
た
げ
る
も
の
で
は
な
い
。 

 

７
【
３
】
の
（
３
）
ノ
ー
ト
（
五
四
）
挟
み
込
み
紙
２ 

 

 

絵
日
記
帳
の
頁
の
離
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
の
面
に
は
人
の
顔
、
山
、
反
対
の

面
に
は
鯉
の
ぼ
り
が
鉛
筆
で
描
か
れ
て
い
る
。
誰
が
描
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

前
者
を
表
、
後
者
を
裏
と
す
る
。
前
者
の
左
上
隅
に
⑦
、
後
者
の
右
上
隅
に
⑧
と
書

き
つ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
数
字
が
本
来
何
を
意
味
す
る
も

の
で
あ
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。 

 

○
内
容 

表
に
短
歌
六
首
。
裏
に
短
歌
三
首
。
計
九
首 

 

○
他
文
献
と
の
対
応 

 

◇
『
未
定
稿
１
』
と
の
対
応 

 

〈
９
〉
舞
台
せ
ま
し
と
踊
る
女
人
の
手
の
足
の
伸
び
〳
〵
と
良
き
き
ん
せ
い
を
み
よ 

〈
24
〉
か
ろ
や
か
に
踊
る
女
人
の
手
の
足
の
の
び
の
び
と
よ
き
均
整
は
見
よ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

題
な
し 

全
六
十
首
そ
の
第
二
十
四
首 

  

な
お
、
本
資
料
〈
８
〉
は
次
の
よ
う
に
ノ
ー
ト(

一
五
四
）
の
〈
53
〉
と
対
応
し
て
い

る
。 
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〈
８
〉
ダ
ヾ
イ
ス
ト
辻
潤
が
訳
し
た
る
見な
れ
ば
天
才
論
と
い
ふ
書
か
な
し
も 

。 

〈
53
〉
ダ
ヽ
イ
ス
ト
辻
潤
が
訳
し
た
る
見□
れ
ば
天
才
論
と
い
う
書
か
な
し
も
。 

ま
た
、
〈
９
〉
も
次
の
よ
う
に
同
じ
く
ノ
ー
ト
（
一
五
四
）
の
〈
54
〉
と
対
応
し
て
い

る
。 

〈
９
〉
舞
台
せ
ま
し
と
踊
る
女
人
の
手
の
足
の
伸
び
〳
〵
と
良
き
き
ん
せ
い
を
み

よ 

〈
54
〉
舞
台
せ
ま
し
と
踊
る
女
人
の
手
の
足
の
伸
び
〳
〵
と
良
き
き
ん
せ
い
を
み

よ 

 

ノ
ー
ト(

一
五
四)
は
、
一
見
す
る
と
既
発
表
の
歌
を
集
め
た
ノ
ー
ト
の
よ
う
に
見
え

る
。
〈
53
〉
〈
54
〉
も
何
ら
か
の
刊
行
物
か
ら
と
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
二
首
以
外
に
つ
い
て
は
、
誌
名
・
巻
号
、
題
の
あ
る
歌
の
場
合
は
題
も
明
記
さ

れ
て
い
る
。
原
拠
に
な
っ
て
い
る
の
は
『
メ
ト
ー
ド
』
、
『
詩
歌
祭
』
、
『
花
軸
』
の

三
誌
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
こ
れ
ら
に
は
誌
名
・
巻
号
と
も
付
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
〈
53
〉
の
第
三
句
の
一
字
目
は
、
本
資
料
で
は
「
見
」
の
右
に
「
な
」
ま
た
は
「
打
」

「
抄
」
の
よ
う
な
文
字
が
傍
書
さ
れ
、
い
っ
ぽ
う
の
ノ
ー
ト(

一
五
四
）
で
は
、
「
見
」

の
右
に
「
頁
」
の
よ
う
な
文
字
が
傍
書
さ
れ
て
い
る
。
「
見
」
が
や
や
小
さ
く
、
か
つ

左
に
寄
っ
て
い
る
の
で
、
本
行
と
傍
書
を
合
わ
せ
る
と
「
題
」
の
よ
う
に
見
え
る
。
お

そ
ら
く
本
資
料
の
第
三
句
三
字
目
と
傍
書
と
を
、
見
た
ま
ま
転
記
し
た
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
ノ
ー
ト(

一
五
四
）
の
〈
53
〉
〈
54
〉
は
、
本
資
料
〈
８
〉
〈
９
〉
を
、
理
由
・

事
情
は
不
明
で
あ
る
が
直
接
写
し
と
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
所
在
不
明
の
刊
行
物
の

存
在
を
想
定
す
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
。 

 

○
年
次 

 

本
資
料
〈
９
〉
と
対
応
す
る
『
未
定
稿
１
』
の
〈
24
〉
は
、
前
稿
で
『
未
定
稿
１
』

に
記
載
さ
れ
て
い
る
短
歌
六
十
首
を
Ａ
群
か
ら
Ｃ
群
ま
で
の
四
群
に
分
け
た
う
ち
、
Ｃ

群
に
属
し
て
い
る
。
Ｃ
群
は
昭
和
二
十
二
年
の
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
作
ら
れ
た
歌
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
〈
24
〉
の
前
後
で
季
節
の
わ
か
る
歌
は
〈
19
〉
「
曼
珠
沙
華
ゆ
め

と
さ
く
あ
の
う
み
ぞ
ひ
の
段
々
畠
を
こ
え
て
帰
り
ぬ
」
、
〈
27
〉
「
曼
珠
沙
華
ひ
そ
み

咲
く
野
に
墜
つ
る
陽
よ
終
末
の
日
の
今
日
に
あ
ら
ぬ
や
」
で
、
ど
ち
ら
も
秋
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
〈
24
〉
は
昭
和
二
十
二
年
秋
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
９
）
は
そ

の
〈
24
〉
と
初
句
と
結
句
の
助
詞
一
語
と
が
異
な
る
が
、
別
の
歌
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い

ほ
ど
の
異
同
で
は
な
い
。 

 

そ
の
ほ
か
本
資
料
〈
３
〉
は
、 

夏
の
夜
の
浅
き
に
若
き
と
も
が
ら
が
唱
ふ
声
す
も
踊
れ
る
な
ら
む 

〈
４
〉
は
、 

森
か
げ
に
夕
べ
を
合
歓
の
し
め
り
咲
き
ゆ
く
道
は
多
岐
に
別
れ
て
く
ら
し 

と
、
そ
れ
ぞ
れ
傍
線
部
か
ら
夏
に
作
ら
れ
た
歌
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

書
き
つ
け
ら
れ
た
の
は
何
時
な
の
か
明
瞭
で
は
な
い
。
九
首
す
べ
て
歌
案
で
は
な
く

完
成
し
た
歌
で
あ
る
。
推
敲
の
跡
も
少
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
文
字
の
筆
致
は
早
く
無

造
作
、
ま
た
〈
１
〉
と
〈
４
〉
以
下
は
鉛
筆
、
〈
２
〉
・
〈
３
〉
は
濃
い
青
イ
ン
ク
が

用
い
ら
れ
て
お
り
、
末
尾
の
〈
９
〉
「
舞
台
せ
ま
し
と
」
は
同
じ
く
鉛
筆
書
き
の
他
の

歌
に
く
ら
べ
て
色
が
薄
い
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
み
て
、
全
部
を
一
度
に
で
は
な
く
、
ま

と
ま
っ
た
都
度
書
き
つ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

８
【
６
】
緑
表
紙
手
帳(

一
四
一)

 

 

 
 

緑
色
紙
表
紙
の
手
帳
。
表
紙
の
下
辺
中
央
部
あ
た
り
か
ら
右
上
に
向
か
っ
て
、

M
e
m
o
r
a
n
d
a
m
 

と
い
う
金
文
字
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
遊
紙
表
に
左
の
よ
う
な

墨
書
が
あ
る
。 

鳥
取
縣
八
頭
郡
丹
比
村 

杉
原
一
司 

 ○
内
容 

短
歌
二
十
一
首
、
俳
句
三
句
、
歌
案
五
首
分
。 

 

○
他
文
献
と
の
対
応 

 

◇
『
詩
歌
祭
』
二
号
（
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日
刊
）
と
の
対
応 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の 
 
 
 

く 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

へ
よ 

〈
11
〉
お
ど
〳
〵
と
人
に
し
た
が
ひ
ゐ
た
る
日
は
は
や
□
む
か
し
と
な
り
て
し
ま
ひ
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
や
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

へ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□
の
□ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

へ
よ 

〈
２
〉
お
ど
〳
〵
と
人
に
從
ひ
ゐ
た
る
日
の
早
も
昔
と
な
り
て
し
ま
へ
よ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
短
歌
（
互
選
）
」
四
点
歌 

題
な
し 
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が 

や 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

夕
べ
は
□
し
［ 

 

］
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
［ 

 
 

］ 
 
 
 
 
 
 

少
年
の
わ
れ
の
せ
つ
な
く
吹
き
て
ゐ
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
き
り
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［ 
 

］ 

〈
16
〉
少
年
の
日
に
か
へ
り
た
く
探
せ
ど
も
あ
た
り
に
土
の
笛
見
落
［ 

 

］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ぬ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吹
き
て
ゐ
し 

〈
１
〉
少
年
の
我
は
夕
べ
が
切
な
く
て
し
き
り
に
土
の
笛
吹
き
て
ゐ
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

「
短
歌
（
互
選
）
」
五
点
歌 

題
な
し 

 

〈
17
〉
秋
ゆ
く
と
か
は
き
た
る
掌
を
す
り
合
せ
も
み
合
せ
何
を
願
ふ
と
も
な
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

失
ひ
し
も
の
の
数
を
思
へ
り 

〈
３
〉
秋
逝
く
と
か
わ
き
た
る
掌
を
す
り
あ
は
せ
失
ひ
し
も
の
の
数
を
思
へ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

「
短
歌
（
互
選
）
」
三
点
歌 

題
な
し 

 

〈
21
〉
菊
百
花
少
年
の
志
の
身
よ
り
と
ほ
し 

〈
１
〉
菊
百
花
少
年
の
志
の
身
よ
り
と
ほ
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
雑
詠 

尾
崎
不
忘
選
」
十
一
句 

そ
の
第
一
句 

 

〈
22
〉
稲
刈
り
て
長
子
の
一
生
終
ふ
べ
き
か 

〈
２
〉
稲
刈
り
て
長
子
の
一
生

ひ

と

よ

終
ふ
べ
き
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

「
雑
詠 

尾
崎
不
忘
選
」
十
一
句 

そ
の
第
二
句 

 

○
年
次 

 
 

本
資
料
の
短
歌
・
歌
案
・
俳
句
の
う
ち
、
短
歌
二
十
首
は
表
紙
側
か
ら
書
き
は
じ
め

ら
れ
、
俳
句
三
句
、
短
歌
一
首
、
歌
案
五
首
分
は
、
こ
の
順
で
裏
表
紙
側
か
ら
書
き
は

じ
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
表
紙
側
か
ら
の
短
歌
二
十
首
と
裏
表
紙
側
か
ら
の
俳
句
三

句
は
鉛
筆
、
同
じ
く
裏
表
紙
側
か
ら
の
短
歌
一
首
、
歌
案
五
首
分
は
濃
い
青
イ
ン
ク
で

書
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
態
を
ふ
ま
え
、
表
紙
側
か
ら
の
短
歌
二
十
首
を
Ａ
群
、

裏
表
紙
側
か
ら
の
俳
句
三
句
を
Ｂ
群
、
短
歌
一
首
、
歌
案
五
首
分
を
Ｃ
群
と
す
る
。 

〔
Ａ
群
〕 

 

短
歌
二
十
首
の
う
ち
、
〈
11
〉
〈
16
〉
〈
17
〉
の
三
首
が
、
昭
和
二
十
一
年
十
一
月

三
十
日
発
行
の
『
詩
歌
祭
』
二
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
『
詩
歌
祭
』
に
作
品
を
掲
載

す
る
に
は
、
例
会
へ
出
す
、
投
稿
す
る
、
依
頼
さ
れ
る
、
の
三
つ
の
手
立
て
が
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
が
、
右
の
三
首
が
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
二
十
三
日
の
例
会
に
出
さ
れ
た

歌
で
あ
る
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
二
つ
の
根
拠
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
一
つ
は
、
こ

れ
ら
が
「
例
会
報
告
（
十
一
月
二
十
三
日
）
」
の
「
短
歌
（
互
選
）
」
の
部
に
載
っ
て

い
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
そ
の
例
会
は
第
一
号
（
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
十
日
刊
）

に
、  

 

十
一
月
例
会 

日
時 

十
一
月
二
十
三
日
（
新
嘗
祭
）
午
前
八
時 

場
所 

国
民
学
校
礼
法
室 

作
品 

自
由
詩
一
篇
、
短
歌
三
首
、
俳
句
三
句
程
度
［
以
下
判
読
不
能
］ 

と
案
内
の
あ
る
例
会
に
違
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。 

 

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
三
首
が
作
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
二
十
一
年
の
十
一
月
例
会

の
当
日
十
一
月
二
十
三
日
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
歌
に
お

け
る
季
節
か
ら
み
て
秋
頃
以
降
と
推
測
さ
れ
る
。 

〈
２
〉
月
の
美
き
夜
半
を
ひ
そ
か
に
飛
び
た
ち
ぬ
傷
痕
を
身
に
と
ゞ
め
た
る
ま
ま 

〈
３
〉
月
の
美
き
夜
半
を
ひ
そ
か
に
飛
び
た
つ
と
古
き
傷
あ
と
な
ぜ
さ
す
り
ゐ
き 

〈
９
〉
い
つ
ま
で
を
か
ゝ
る
美
し
さ
に
澄
む
も
の
か
秋
青
空
も
つ
ひ
に
哀
し
き 

〈
10
〉
ゆ
く
秋
は
こ
ゝ
ろ
し
づ
か
に
合
は
す
掌
の
乾
き
き
り
た
る
さ
ま
も
む
な
し

き 

〈
12
〉
ゆ
く
秋
の
野
中
に
伏
せ
る
白
き
石
た
ゝ
け
ど
引
け
ど
微
動
だ
も
せ
ぬ 

〈
13
〉
秋
ゆ
く
と
枯
葉
の
中
に
ひ
そ
み
ゐ
て
せ
め
て
春
待
つ
歌
を
歌
は
ん 

〈
15
〉
か
は
き
切
り
た
る
枯
葉
に
う
も
れ
し
ど
け
な
く
春
の
歌
な
ど
唱
ひ
て
待
た

ん 

一
首
目
の
、 

急
く
こ
と
も
な
く
し
静
か
に
眠
り
ゐ
む
つ
ば
さ
の
傷
の
あ
と
い
ゆ
る
ま
で 

も
夏
の
夜
の
歌
と
は
思
え
な
い
。
『
詩
歌
祭
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
三
首
の
う
ち
〈
11
〉

〈
16
〉
も
、
季
節
を
表
す
語
句
こ
そ
な
い
が
、
〈
11
〉
は
前
後
の
〈
10
〉
〈
12
〉
に

「
ゆ
く
秋
」
が
あ
り
、
〈
16
〉
は
〈
15
〉
の
「
か
は
き
切
り
た
る
枯
葉
」
と
〈
17
〉
の

「
秋
ゆ
く
と
」
と
に
は
さ
ま
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
二
十
首
が
書
き
つ
け
ら
れ
た
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
の
完
成
後
あ
ま
り
時
を

お
か
な
い
頃
で
、
そ
の
後
、
例
会
に
出
す
に
あ
た
っ
て
推
敲
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
三
首
に
対
す
る
推
敲
の
跡
が
ほ
か
の
十
七
首
に
く
ら
べ
て
き
わ
だ
っ

て
多
い
か
ら
で
あ
る
。
三
首
以
外
の
推
敲
は
、
わ
ず
か
に
「
荒
々
し
き
巨
岩
仰
ぎ
」
の

「
岩
」
と
「
仰
」
の
間
に
「
の
」
を
傍
書
す
る
脱
字
の
補
足
が
一
首
、
「
ま
か
せ
ぬ
」

（12）   37岡村知子・杉田佳凜・田中　仁：杉原一司全集のために―準備稿（三）―
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が 
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夕
べ
は
□
し
［ 

 

］
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
［ 

 
 

］ 
 
 
 
 
 
 

少
年
の
わ
れ
の
せ
つ
な
く
吹
き
て
ゐ
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
き
り
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［ 
 

］ 
〈
16
〉
少
年
の
日
に
か
へ
り
た
く
探
せ
ど
も
あ
た
り
に
土
の
笛
見
落
［ 

 

］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ぬ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吹
き
て
ゐ
し 

〈
１
〉
少
年
の
我
は
夕
べ
が
切
な
く
て
し
き
り
に
土
の
笛
吹
き
て
ゐ
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

「
短
歌
（
互
選
）
」
五
点
歌 

題
な
し 

 

〈
17
〉
秋
ゆ
く
と
か
は
き
た
る
掌
を
す
り
合
せ
も
み
合
せ
何
を
願
ふ
と
も
な
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

失
ひ
し
も
の
の
数
を
思
へ
り 

〈
３
〉
秋
逝
く
と
か
わ
き
た
る
掌
を
す
り
あ
は
せ
失
ひ
し
も
の
の
数
を
思
へ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

「
短
歌
（
互
選
）
」
三
点
歌 

題
な
し 

 

〈
21
〉
菊
百
花
少
年
の
志
の
身
よ
り
と
ほ
し 

〈
１
〉
菊
百
花
少
年
の
志
の
身
よ
り
と
ほ
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
雑
詠 

尾
崎
不
忘
選
」
十
一
句 

そ
の
第
一
句 

 

〈
22
〉
稲
刈
り
て
長
子
の
一
生
終
ふ
べ
き
か 

〈
２
〉
稲
刈
り
て
長
子
の
一
生

ひ

と

よ

終
ふ
べ
き
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

「
雑
詠 

尾
崎
不
忘
選
」
十
一
句 

そ
の
第
二
句 

 

○
年
次 

 
 

本
資
料
の
短
歌
・
歌
案
・
俳
句
の
う
ち
、
短
歌
二
十
首
は
表
紙
側
か
ら
書
き
は
じ
め

ら
れ
、
俳
句
三
句
、
短
歌
一
首
、
歌
案
五
首
分
は
、
こ
の
順
で
裏
表
紙
側
か
ら
書
き
は

じ
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
表
紙
側
か
ら
の
短
歌
二
十
首
と
裏
表
紙
側
か
ら
の
俳
句
三

句
は
鉛
筆
、
同
じ
く
裏
表
紙
側
か
ら
の
短
歌
一
首
、
歌
案
五
首
分
は
濃
い
青
イ
ン
ク
で

書
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
態
を
ふ
ま
え
、
表
紙
側
か
ら
の
短
歌
二
十
首
を
Ａ
群
、

裏
表
紙
側
か
ら
の
俳
句
三
句
を
Ｂ
群
、
短
歌
一
首
、
歌
案
五
首
分
を
Ｃ
群
と
す
る
。 

〔
Ａ
群
〕 

 

短
歌
二
十
首
の
う
ち
、
〈
11
〉
〈
16
〉
〈
17
〉
の
三
首
が
、
昭
和
二
十
一
年
十
一
月

三
十
日
発
行
の
『
詩
歌
祭
』
二
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
『
詩
歌
祭
』
に
作
品
を
掲
載

す
る
に
は
、
例
会
へ
出
す
、
投
稿
す
る
、
依
頼
さ
れ
る
、
の
三
つ
の
手
立
て
が
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
が
、
右
の
三
首
が
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
二
十
三
日
の
例
会
に
出
さ
れ
た

歌
で
あ
る
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
二
つ
の
根
拠
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
一
つ
は
、
こ

れ
ら
が
「
例
会
報
告
（
十
一
月
二
十
三
日
）
」
の
「
短
歌
（
互
選
）
」
の
部
に
載
っ
て

い
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
そ
の
例
会
は
第
一
号
（
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
十
日
刊
）

に
、  

 

十
一
月
例
会 

日
時 

十
一
月
二
十
三
日
（
新
嘗
祭
）
午
前
八
時 

場
所 

国
民
学
校
礼
法
室 

作
品 

自
由
詩
一
篇
、
短
歌
三
首
、
俳
句
三
句
程
度
［
以
下
判
読
不
能
］ 

と
案
内
の
あ
る
例
会
に
違
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。 

 

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
三
首
が
作
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
二
十
一
年
の
十
一
月
例
会

の
当
日
十
一
月
二
十
三
日
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
歌
に
お

け
る
季
節
か
ら
み
て
秋
頃
以
降
と
推
測
さ
れ
る
。 

〈
２
〉
月
の
美
き
夜
半
を
ひ
そ
か
に
飛
び
た
ち
ぬ
傷
痕
を
身
に
と
ゞ
め
た
る
ま
ま 

〈
３
〉
月
の
美
き
夜
半
を
ひ
そ
か
に
飛
び
た
つ
と
古
き
傷
あ
と
な
ぜ
さ
す
り
ゐ
き 

〈
９
〉
い
つ
ま
で
を
か
ゝ
る
美
し
さ
に
澄
む
も
の
か
秋
青
空
も
つ
ひ
に
哀
し
き 

〈
10
〉
ゆ
く
秋
は
こ
ゝ
ろ
し
づ
か
に
合
は
す
掌
の
乾
き
き
り
た
る
さ
ま
も
む
な
し

き 

〈
12
〉
ゆ
く
秋
の
野
中
に
伏
せ
る
白
き
石
た
ゝ
け
ど
引
け
ど
微
動
だ
も
せ
ぬ 

〈
13
〉
秋
ゆ
く
と
枯
葉
の
中
に
ひ
そ
み
ゐ
て
せ
め
て
春
待
つ
歌
を
歌
は
ん 

〈
15
〉
か
は
き
切
り
た
る
枯
葉
に
う
も
れ
し
ど
け
な
く
春
の
歌
な
ど
唱
ひ
て
待
た

ん 

一
首
目
の
、 

急
く
こ
と
も
な
く
し
静
か
に
眠
り
ゐ
む
つ
ば
さ
の
傷
の
あ
と
い
ゆ
る
ま
で 

も
夏
の
夜
の
歌
と
は
思
え
な
い
。
『
詩
歌
祭
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
三
首
の
う
ち
〈
11
〉

〈
16
〉
も
、
季
節
を
表
す
語
句
こ
そ
な
い
が
、
〈
11
〉
は
前
後
の
〈
10
〉
〈
12
〉
に

「
ゆ
く
秋
」
が
あ
り
、
〈
16
〉
は
〈
15
〉
の
「
か
は
き
切
り
た
る
枯
葉
」
と
〈
17
〉
の

「
秋
ゆ
く
と
」
と
に
は
さ
ま
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
二
十
首
が
書
き
つ
け
ら
れ
た
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
の
完
成
後
あ
ま
り
時
を

お
か
な
い
頃
で
、
そ
の
後
、
例
会
に
出
す
に
あ
た
っ
て
推
敲
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
三
首
に
対
す
る
推
敲
の
跡
が
ほ
か
の
十
七
首
に
く
ら
べ
て
き
わ
だ
っ

て
多
い
か
ら
で
あ
る
。
三
首
以
外
の
推
敲
は
、
わ
ず
か
に
「
荒
々
し
き
巨
岩
仰
ぎ
」
の

「
岩
」
と
「
仰
」
の
間
に
「
の
」
を
傍
書
す
る
脱
字
の
補
足
が
一
首
、
「
ま
か
せ
ぬ
」
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の
「
ぬ
」
を
「
ず
」
に
、
「
も
の
は
」
の
「
は
」
を
「
の
」
に
直
す
と
い
う
助
動
詞
、

助
詞
の
差
し
替
え
が
各
一
首
の
み
で
あ
る
。 

 

二
十
首
の
う
ち
〈
11
〉
「
お
ど
〳
〵
と
」
、
〈
16
〉
「
少
年
の
」
、
〈
17
〉
「
秋
ゆ

く
と
」
の
三
首
、
つ
ま
り
『
詩
歌
祭
』
二
号
掲
載
歌
の
右
肩
に
○
印
が
書
き
つ
け
ら
れ

て
い
る
。
例
会
へ
の
提
示
を
決
め
て
○
を
付
し
た
後
に
推
敲
し
た
の
か
、
推
敲
の
結
果

提
示
す
る
に
足
り
る
歌
に
な
っ
た
の
で
○
を
付
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
○
を
付
し
た
後

に
さ
ら
に
推
敲
を
重
ね
た
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
〈
２
〉
の
歌
と
〈
３
〉
の
歌
と
の

間
に
「
二
十
一
日
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
が
何
を
意
味
す
る
の
か
不
明
で
あ
る
。 

〔
Ｂ
群
〕 

 

俳
句
三
句
、
そ
の
う
ち
二
句
が
『
詩
歌
祭
』
二
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
短
歌
〈
11
〉

〈
16
〉
〈
18
〉
と
同
じ
号
で
あ
る
。
こ
の
号
の
「
例
会
報
告
」
に
は
俳
句
の
部
も
あ
り
、

六
点
句
一
句
、
四
点
句
三
句
、
三
点
句
一
句
、
二
点
句
六
句
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

一
司
の
句
が
出
て
い
る
の
は
そ
こ
で
は
な
く
、
「
雑
詠 

尾
崎
不
忘
選
」
の
欄
で
あ
る
。

投
稿
し
た
と
お
ぼ
し
い
。 

 

そ
の
場
合
、
投
稿
締
め
切
り
日
の
幾
ば
く
か
前
が
作
句
の
下
限
に
な
る
は
ず
で
あ
る

が
、
『
詩
歌
祭
』
は
、
「
作
品
は
何
時
で
も
結
構
で
す
か
ら
事
務
局
迄
届
け
て
頂
き
度

い
と
思
ひ
ま
す
」
（
第
三
号
「
あ
と
が
き
」
）
と
い
う
方
針
で
、
締
め
切
り
日
を
設
け

て
い
な
い
。
ま
た
、
奥
付
に
印
刷
日
を
記
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
二
句

が
作
ら
れ
た
の
は
、
第
二
号
発
行
日
の
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日
よ
り
前
と
し
か

わ
か
ら
な
い
。 

 

た
だ
し
、
『
詩
歌
祭
』
二
号
掲
載
句
に
は
「
菊
」
、
「
稲
刈
る
」
、
そ
し
て
『
詩
歌

祭
』
二
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
一
句
、 

つ
ゆ
じ
も
の
朝
の
間
も
又
ね
む
り
け
り 

に
は
「
露
霜
」
と
、
秋
か
ら
晩
秋
の
季
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
二
十

一
年
秋
の
う
ち
に
作
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
Ａ
群
の
二
十
首
は
昭
和
二
十
一
年
の
秋

以
降
、
十
一
月
二
十
三
日
ま
で
の
間
に
作
ら
れ
た
と
い
う
前
記
の
推
定
が
正
し
い
な
ら
、

そ
れ
ら
と
同
じ
頃
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
じ
手
帳
の
表
紙
側
か
ら
短
歌
、
裏
表

紙
側
か
ら
俳
句
を
書
き
つ
け
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

ち
な
み
に
、
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
十
日
発
行
『
詩
歌
祭
』
一
号
の
「
作
品
集
（
十

月
十
七
日
互
選
会
に
於
け
る
報
告
）
」
俳
句
の
部
の
三
点
句
に
、
一
司
の
、 

毒
茸
を
踏
み
に
じ
り
つ
ゝ
悔
ひ
に
け
り 

が
見
え
る
。
昭
和
二
十
一
年
秋
に
Ｂ
群
の
三
句
に
先
だ
っ
て
作
ら
れ
た
句
で
あ
ろ
う
。 

〔
Ｃ
群
〕 

 

Ｂ
群
三
句
目
の
「
つ
ゆ
じ
も
の
」
の
次
に
、
行
空
け
な
し
に
書
き
は
じ
め
ら
れ
て
い

る
。
歌
と
次
の
歌
案
と
の
間
、
ま
た
歌
案
と
次
の
歌
案
と
の
間
に
も
行
空
け
は
な
い
。

左
に
全
部
を
掲
げ
る
。
改
行
は
も
と
の
ま
ま
、
頭
に
数
字
の
な
い
の
は
前
の
行
と
あ
わ

せ
て
一
首
の
歌
、
ま
た
は
一
首
分
の
歌
案
と
判
断
し
た
行
で
あ
る
。 

〈
24
〉
野
ば
ら
の
赤
き
新
芽
を 

山
中
に
行
き
く
る
る
と
も
か
へ
り 

み
ざ
ら
む 

〈
25
〉
み
つ
ま
た
の
白
き
花
托 

〈
26
〉
峡
雲
へ
一
す
じ
の
道
牛
追
ひ
て 

ゆ
く
男
あ
り 

〈
27
〉
け
も
の
ら
も
早
や
穴
い
で
て 

来
よ 

〈
28
〉
桧
原
に
入
り
ぬ 

何
を
さ
が
す
と 

〈
29
〉
頭
ガ
イ
骨
、
釘
で
と
め
る
、 

悪
魔
天
使
、
夜
明 

 

冒
頭
の
〈
24
〉
は
、
明
ら
か
に
俳
句
で
は
な
く
短
歌
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
普
通
に
表
紙
の
側
か
ら
は
じ
ま
る
Ａ
群
の
短
歌
の
次
で
は
な
く
、
裏
表
紙
か
ら
は

じ
ま
る
俳
句
に
つ
づ
い
て
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
普
通
で
は
な
い
こ
と

が
な
ぜ
生
じ
た
の
か
。 

 

考
え
ら
れ
る
理
由
に
時
間
の
隔
た
り
が
あ
る
。
Ａ
群
の
歌
は
、
前
述
の
よ
う
に
昭
和

二
十
一
年
の
秋
以
降
十
一
月
二
十
三
日
ま
で
の
間
に
作
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ

に
対
し
て
〈
24
〉
は
、
「
新
芽
」
が
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
の
で
お
そ
ら
く
春
に
作
ら
れ

た
歌
で
あ
る
。 

 

『
詩
歌
祭
』
二
号
に
つ
づ
い
て
昭
和
二
十
二
年
一
月
一
日
に
発
行
さ
れ
た
三
号
の
短

歌
欄
に
は
、
「
初
雪
に
足
駄
の
跡
の
続
き
た
る
稲
架
の
前
で
振
り
返
り
た
る
」
（
藪
田

潔
）
、
「
銀
世
界
見
渡
す
限
り
き
ら
〳
〵
と
よ
ご
れ
た
山
は
今
日
は
変
り
ぬ
」
（
藪
田

政
幸
）
、
「
此
年
も
又
暮
れ
ゆ
く
か
待
ち
ゐ
た
る
兄
の
消
息
ま
だ
知
れ
ず
し
て
」
（
岡

田
豊
美
）
等
々
冬
の
歌
が
並
ぶ
中
に
一
司
の
六
首
が
あ
り
、
次
の
よ
う
な
歌
が
ふ
く
ま

れ
て
い
る
。
夏
、
秋
の
歌
で
あ
る
。 

夏
と
な
り
み
だ
ら
な
お
も
ひ
な
に
も
な
く
遠
い
野
め
ざ
し
自
転
車
と
ば
す 

黒
シ
ャ
ツ
を
ま
と
ひ
て
合
歓
の
花
か
げ
に
誰
待
つ
と
な
く
一
日
く
ら
す 

草
露
の
い
ま
だ
上
ら
ぬ
朝
の
道
こ
の
道
も
と
ほ
く
行
き
て
は
て
な
し 
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二
号
刊
行
後
、
歌
が
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
司
は
『
詩
歌
祭
』
の
世
話
人
、

編
集
者
の
一
人
で
あ
り
、
発
行
者
・
発
行
所
で
あ
る
詩
歌
研
究
会
の
事
務
局
は
一
司
宅

に
お
か
れ
て
い
た
。
間
違
い
な
く
中
心
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
。
そ
う
し
た
立
場
上
、

作
品
を
掲
載
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
こ
で
『
詩
歌
祭
』
創
刊
前
の
作
を
出
し

た
、
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
『
詩
歌
祭
』
第
一
号
は
、
奥
付
に
よ
れ
ば
昭
和
二
十

一
年
十
一
月
十
日
に
発
行
さ
れ
て
い
る
。
も
し
昭
和
二
十
一
年
終
わ
り
頃
か
ら
二
十
二

年
初
め
に
か
け
て
の
冬
の
間
歌
が
出
来
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
よ
う
や
く
作
れ
た
歌
を

旧
作
で
は
な
く
裏
表
紙
側
の
俳
句
に
つ
づ
け
て
書
く
、
と
い
う
の
は
あ
り
得
な
い
こ
と

で
は
な
い
と
思
う
。 

 

し
か
し
、
昭
和
二
十
二
年
一
月
三
十
日
発
行
の
第
四
号
に
も
一
司
の
歌
四
首
が
載
っ

て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
中
に
は
、 

も
の
の
芽
の
い
ま
だ
も
固か

た

き
冬
な
る
を
胸
に
も
や
し
て
ゐ
る
炎ひ

の
ひ
と
つ 

み
冬
濃
き
空
の
青
さ
も
飯い

ひ

か
し
く
暇
に
あ
ふ
ぐ
や
そ
の
澄
め
る
眼
よ 

の
よ
う
に
、
冬
の
歌
が
あ
る
。
昭
和
二
十
一
年
か
ら
二
十
二
年
に
か
け
て
の
冬
に
一
司

に
歌
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
四
号
の
歌
は
一
月
一
日
か
ら
三
十
日
の
間
に
作
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
第
三
号
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
で
あ

る
な
ら
、
右
に
引
い
た
「
み
冬
濃
き
空
の
青
さ
も
」
の
歌
か
ら
〈
24
〉
「
野
ば
ら
の
赤

き
新
芽
を
」
の
歌
ま
で
の
間
は
、
長
く
て
も
三
ヶ
月
ほ
ど
で
あ
ろ
う
か
、
あ
え
て
「
普

通
で
は
な
い
こ
と
」
を
す
る
ほ
ど
長
い
作
歌
の
断
絶
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。 

 

そ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
〈
29
〉
が

10

で
と
り
あ
げ
る
『
俳
句
手
帖
』
（
一
四
三
）

の
二
行
目
・
三
行
目
の
、 

頭
ガ
イ
骨
を
釘
を
止
め
る 

夜 

悪
魔
ー

ー
天
使 

と
、
「
夜
明
」
と
「
夜
」
と
の
相
違
は
あ
る
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

『
俳
句
手
帖
』
（
一
四
三
）
は
、
10

で
述
べ
る
よ
う
に
昭
和
二
十
四
年
五
月
・
六
月

頃
か
ら
八
月
頃
ま
で
の
間
の
歌
・
歌
案
が
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ

の
前
の
昭
和
二
十
四
年
の
春
の
頃
に
作
っ
た
歌
、
思
い
浮
か
ん
だ
歌
案
を
、
一
司
は
二

年
半
ほ
ど
前
に
用
い
て
い
た
手
帳
に
書
き
つ
け
て
い
た
。
Ａ
群
の
短
歌
で
は
な
く
Ｂ
群

の
俳
句
の
後
ろ
に
つ
づ
け
た
の
は
、
す
で
に
書
き
つ
け
て
あ
る
短
歌
を
無
視
す
る
こ
と

に
よ
り
、
使
い
残
し
て
放
置
し
て
い
た
手
帳
を
新
た
な
手
帳
と
し
て
用
い
る
た
め
の
方

途
で
あ
っ
た
。
も
し
俳
句
が
で
き
た
ら
、
Ｂ
群
で
は
な
く
Ａ
群
の
後
ろ
に
書
き
と
め
た

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
『
俳
句
手
帖
』
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。
一
司
が
『
俳

句
手
帖
』
を
入
手
し
た
の
は
、
奥
付
の
昭
和
二
十
四
年
二
月
五
日
頃
以
降
の
こ
と
と
推

測
さ
れ
る
。
転
記
の
さ
い
、
捨
て
が
た
か
っ
た
「
頭
ガ
イ
骨
、…

…

」
を
、
少
し
改
変

し
て
最
初
の
頁
に
書
き
つ
け
た
。
『
俳
句
手
帖
』
冒
頭
の
「
群
盗 

木 

凍
る
」
は
、

「
頭
ガ
イ
骨
、…

…

」
よ
り
前
、
お
そ
ら
く
冬
の
う
ち
に
得
た
歌
案
で
、
本
資
料
以
外

の
何
か
に
書
き
つ
け
て
い
た
か
、
記
憶
し
て
い
た
の
か
、
こ
れ
も
や
は
り
捨
て
が
た
い

も
の
だ
っ
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
い
ち
お
う
辻
褄
は
あ
う
よ
う
に
思
う
。
緑
表
紙
手
帳(
一
四

一
）
が
資
料
と
し
て
現
在
の
形
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
二
十
四
年
春
頃
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
、
問
題
は
残
っ
て
い
る
。
『
詩
歌
祭
』
三
号
の
一
司
の
歌
が
冬
で
は
な

く
夏
・
秋
の
歌
で
あ
る
こ
と
を
、
作
品
は
で
き
な
か
っ
た
が
立
場
上
掲
載
し
な
い
わ
け

に
は
い
か
な
か
っ
た
、
と
い
う
一
司
の
心
情
に
つ
い
て
の
想
像
で
し
か
説
明
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
稿
・
本
稿
に
わ
た
っ
て
歌
や
歌
案
に
み
え
る
季
節
を
表
す
語

句
を
便
利
に
使
っ
て
作
歌
年
次
を
推
定
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
正
当
な
方
法
な
の
か
、

と
い
う
疑
問
も
生
じ
る
。
と
は
い
え
今
は
上
述
し
た
程
度
の
こ
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。 

 

９
【
７
】
黒
表
紙
手
帳(

（
一
四
二
） 

 

押
し
型
鮫
皮
模
様
黒
色
紙
表
紙
の
手
帳
。
表
紙
に
、N

O
T
E
 

と
押
し
型
文
字
。
遊
紙

一
枚
。 

 

○
内
容 短

歌
二
十
首
。 

 

右
開
き
横
罫
の
手
帳
を
奇
数
頁
を
上
に
横
に
し
て
、
奇
数
頁
の
一
行
目
か
ら
偶

数
頁
の
一
行
目
に
わ
た
り
歌
一
行
書
き
。
一
頁
十
五
行
、
一
行
空
け
で
、
二
頁
に

つ
き
八
首
が
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。 

短
歌
の
前
に
、
「
写
生
の
異
説
抄
記
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。 

伊
藤
左
千
夫
の
写
生
説 

写
生
と
云
ふ
よ
り
写
生
的
と
い
ふ
べ
き
。
（
以
下
略
） 

与
謝
野
晶
子 

歌
に
叙
景
的
だ
の
写
生
だ
の
は
な
い
。
（
以
下
略
） 

半
田
良
平
「
啓
蒙
運
動
と
し
て
の
写
生
」 

子
規
の
寫
生
の
唱
道
は
ル
ナ
ー
の
「
自
然
に
帰
れ
」
の
絶
叫
と
そ
の
軌 

を
一
に
す
る
（
以
下
略
） 

ま
た
、
末
尾
に
天
地
逆
に
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
時
間
割
表
が
あ
る
。
こ
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二
号
刊
行
後
、
歌
が
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
司
は
『
詩
歌
祭
』
の
世
話
人
、

編
集
者
の
一
人
で
あ
り
、
発
行
者
・
発
行
所
で
あ
る
詩
歌
研
究
会
の
事
務
局
は
一
司
宅

に
お
か
れ
て
い
た
。
間
違
い
な
く
中
心
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
。
そ
う
し
た
立
場
上
、

作
品
を
掲
載
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
こ
で
『
詩
歌
祭
』
創
刊
前
の
作
を
出
し

た
、
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
『
詩
歌
祭
』
第
一
号
は
、
奥
付
に
よ
れ
ば
昭
和
二
十

一
年
十
一
月
十
日
に
発
行
さ
れ
て
い
る
。
も
し
昭
和
二
十
一
年
終
わ
り
頃
か
ら
二
十
二

年
初
め
に
か
け
て
の
冬
の
間
歌
が
出
来
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
よ
う
や
く
作
れ
た
歌
を

旧
作
で
は
な
く
裏
表
紙
側
の
俳
句
に
つ
づ
け
て
書
く
、
と
い
う
の
は
あ
り
得
な
い
こ
と

で
は
な
い
と
思
う
。 

 

し
か
し
、
昭
和
二
十
二
年
一
月
三
十
日
発
行
の
第
四
号
に
も
一
司
の
歌
四
首
が
載
っ

て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
中
に
は
、 

も
の
の
芽
の
い
ま
だ
も
固か

た

き
冬
な
る
を
胸
に
も
や
し
て
ゐ
る
炎ひ

の
ひ
と
つ 

み
冬
濃
き
空
の
青
さ
も
飯い

ひ

か
し
く
暇
に
あ
ふ
ぐ
や
そ
の
澄
め
る
眼
よ 

の
よ
う
に
、
冬
の
歌
が
あ
る
。
昭
和
二
十
一
年
か
ら
二
十
二
年
に
か
け
て
の
冬
に
一
司

に
歌
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
四
号
の
歌
は
一
月
一
日
か
ら
三
十
日
の
間
に
作
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
第
三
号
に
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
で
あ

る
な
ら
、
右
に
引
い
た
「
み
冬
濃
き
空
の
青
さ
も
」
の
歌
か
ら
〈
24
〉
「
野
ば
ら
の
赤

き
新
芽
を
」
の
歌
ま
で
の
間
は
、
長
く
て
も
三
ヶ
月
ほ
ど
で
あ
ろ
う
か
、
あ
え
て
「
普

通
で
は
な
い
こ
と
」
を
す
る
ほ
ど
長
い
作
歌
の
断
絶
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。 

 

そ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
〈
29
〉
が

10

で
と
り
あ
げ
る
『
俳
句
手
帖
』
（
一
四
三
）

の
二
行
目
・
三
行
目
の
、 

頭
ガ
イ
骨
を
釘
を
止
め
る 

夜 

悪
魔
ー

ー
天
使 

と
、
「
夜
明
」
と
「
夜
」
と
の
相
違
は
あ
る
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

『
俳
句
手
帖
』
（
一
四
三
）
は
、
10

で
述
べ
る
よ
う
に
昭
和
二
十
四
年
五
月
・
六
月

頃
か
ら
八
月
頃
ま
で
の
間
の
歌
・
歌
案
が
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ

の
前
の
昭
和
二
十
四
年
の
春
の
頃
に
作
っ
た
歌
、
思
い
浮
か
ん
だ
歌
案
を
、
一
司
は
二

年
半
ほ
ど
前
に
用
い
て
い
た
手
帳
に
書
き
つ
け
て
い
た
。
Ａ
群
の
短
歌
で
は
な
く
Ｂ
群

の
俳
句
の
後
ろ
に
つ
づ
け
た
の
は
、
す
で
に
書
き
つ
け
て
あ
る
短
歌
を
無
視
す
る
こ
と

に
よ
り
、
使
い
残
し
て
放
置
し
て
い
た
手
帳
を
新
た
な
手
帳
と
し
て
用
い
る
た
め
の
方

途
で
あ
っ
た
。
も
し
俳
句
が
で
き
た
ら
、
Ｂ
群
で
は
な
く
Ａ
群
の
後
ろ
に
書
き
と
め
た

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
『
俳
句
手
帖
』
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。
一
司
が
『
俳

句
手
帖
』
を
入
手
し
た
の
は
、
奥
付
の
昭
和
二
十
四
年
二
月
五
日
頃
以
降
の
こ
と
と
推

測
さ
れ
る
。
転
記
の
さ
い
、
捨
て
が
た
か
っ
た
「
頭
ガ
イ
骨
、…

…

」
を
、
少
し
改
変

し
て
最
初
の
頁
に
書
き
つ
け
た
。
『
俳
句
手
帖
』
冒
頭
の
「
群
盗 

木 

凍
る
」
は
、

「
頭
ガ
イ
骨
、…

…

」
よ
り
前
、
お
そ
ら
く
冬
の
う
ち
に
得
た
歌
案
で
、
本
資
料
以
外

の
何
か
に
書
き
つ
け
て
い
た
か
、
記
憶
し
て
い
た
の
か
、
こ
れ
も
や
は
り
捨
て
が
た
い

も
の
だ
っ
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
い
ち
お
う
辻
褄
は
あ
う
よ
う
に
思
う
。
緑
表
紙
手
帳(

一
四

一
）
が
資
料
と
し
て
現
在
の
形
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
二
十
四
年
春
頃
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
、
問
題
は
残
っ
て
い
る
。
『
詩
歌
祭
』
三
号
の
一
司
の
歌
が
冬
で
は
な

く
夏
・
秋
の
歌
で
あ
る
こ
と
を
、
作
品
は
で
き
な
か
っ
た
が
立
場
上
掲
載
し
な
い
わ
け

に
は
い
か
な
か
っ
た
、
と
い
う
一
司
の
心
情
に
つ
い
て
の
想
像
で
し
か
説
明
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
稿
・
本
稿
に
わ
た
っ
て
歌
や
歌
案
に
み
え
る
季
節
を
表
す
語

句
を
便
利
に
使
っ
て
作
歌
年
次
を
推
定
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
正
当
な
方
法
な
の
か
、

と
い
う
疑
問
も
生
じ
る
。
と
は
い
え
今
は
上
述
し
た
程
度
の
こ
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。 

 

９
【
７
】
黒
表
紙
手
帳(

（
一
四
二
） 

 

押
し
型
鮫
皮
模
様
黒
色
紙
表
紙
の
手
帳
。
表
紙
に
、N

O
T
E
 

と
押
し
型
文
字
。
遊
紙

一
枚
。 

 

○
内
容 短

歌
二
十
首
。 

 

右
開
き
横
罫
の
手
帳
を
奇
数
頁
を
上
に
横
に
し
て
、
奇
数
頁
の
一
行
目
か
ら
偶

数
頁
の
一
行
目
に
わ
た
り
歌
一
行
書
き
。
一
頁
十
五
行
、
一
行
空
け
で
、
二
頁
に

つ
き
八
首
が
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。 

短
歌
の
前
に
、
「
写
生
の
異
説
抄
記
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。 

伊
藤
左
千
夫
の
写
生
説 

写
生
と
云
ふ
よ
り
写
生
的
と
い
ふ
べ
き
。
（
以
下
略
） 

与
謝
野
晶
子 

歌
に
叙
景
的
だ
の
写
生
だ
の
は
な
い
。
（
以
下
略
） 

半
田
良
平
「
啓
蒙
運
動
と
し
て
の
写
生
」 

子
規
の
寫
生
の
唱
道
は
ル
ナ
ー
の
「
自
然
に
帰
れ
」
の
絶
叫
と
そ
の
軌 

を
一
に
す
る
（
以
下
略
） 

ま
た
、
末
尾
に
天
地
逆
に
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
時
間
割
表
が
あ
る
。
こ
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の
手
帳
を
手
許
に
お
い
て
い
た
時
期
に
勤
務
し
て
い
た
小
学
校
の
時
間
割
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
傍
ら
に
も
う
一
つ
、
時
間
割
表
の
う
ち
担
当
し
て
い
る
コ
マ
を
黒

く
塗
り
つ
ぶ
し
た
も
の
ら
し
い
表
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
二
つ
を
併
せ
見
る
と
、

一
司
は
理
科
と
音
楽
と
は
担
当
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
音
楽
も
理
科

も
、
一
司
の
評
論
・
エ
ッ
セ
イ
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
し
め
る
科
目
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
そ
の
科
目
を
担
当
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
偶
然
な
の
か
ど
う
か
、

興
味
深
い
が
こ
こ
で
は
短
歌
の
み
を
と
り
あ
げ
る
。 

 

○
他
文
献
と
の
対
応 

 

◇
『
花
軸
』
第
一
巻
四
号
（
昭
和
二
十
二
年
七
月
十
日
刊
）
と
の
対
応 

 

〈
４
〉
淪
落
の
は
て
に
思
へ
ば
か
ろ
や
か
に

は
れ
や
か
に

む
か
し
は
旗
を
立
て
ゝ
進
み
き 

 

〈
１
〉
淪
落
の
は
て
に
思
へ
ば
は
れ
や
か
に
む
か
し
は
旗
を
た
て
て
進
み
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
思
ふ
」
全
三
首
そ
の
第
一
首 

 

〈
10
〉
陽
に
や
け
て
野
末
に
迷
ふ
一
族
の
そ
の
あ
と
を
ゆ
く
わ
れ
と
思
へ
り 

〈
３
〉
陽
に
灼や

け
て
野
ず
え
に
迷
ふ
一
族
の
そ
の
あ
と
を
行
く
わ
れ
と
思
へ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

「
思
ふ
」
全
三
首
そ
の
第
三
首 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

け
も
の
ゝ
の
わ
れ
は 

〈
13
〉
廻
廊
の
石
あ
た
ゝ
け
し
は
ら
ば
ひ
て
わ
れ
も
け
も
の
か
あ
な
う
ら
も
乾
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は 

〈
２
〉
廻
廊
の
石
あ
た
た
か
し
は
ら
ば
ひ
て
わ
れ
は
け
も
の
か

蹠
あ
な
う
ら

を
乾ほ

す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

「
思
ふ
」
全
三
首
そ
の
第
二
首 

 

○
年
次 

  

本
資
料
〈
４
〉
〈
８
〉
〈
10
〉
〈
13
〉
に
は
右
肩
に
✓
が
付
け
ら
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
う
ち
〈
４
〉
〈
10
〉
〈
13
〉
は
右
の
と
お
り
『
花
軸
』
四
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の

で
、
緑
表
紙
手
帳(

一
四
一)

Ａ
群
の
○
と
同
じ
く
投
稿
あ
る
い
は
掲
載
の
印
と
思
わ
れ

る
。
た
だ
し
、 

〈
８
〉
夏
空
の
に
は
か
に
暗
く
な
り
て
ゆ
く
け
は
し
さ
を
待
つ
こ
と
し
き
り
な
り 

は
、
✓
は
あ
る
が
『
花
軸
』
四
号
に
も
そ
の
ほ
か
の
刊
行
物
に
も
見
え
な
い
。
ま
た
、 

〈
15
〉
火
の
山
の
ふ
も
と
に
あ
り
て
祈
り
ゐ
し
行
ひ
は
今
日
の
人
に
及
べ
り 

は
推
敲
の
跡
が
お
び
た
だ
し
い
が
、
✓
は
な
く
、
『
花
軸
』
四
号
に
も
そ
の
ほ
か
の
刊

行
物
に
も
見
え
な
い
。 

 

『
花
軸
』
に
は
投
稿
締
め
切
り
が
あ
っ
た
。
第
一
巻
第
一
号
の
「
会
員
募
集
」
の
広

告
に
、 

会
員
募
集 

花
軸
入
会
希
望
者
は
原
稿
を
送
付
下
さ
い 

原
稿
締
切 

毎
月
十
日
限
り 

宛
先 

八
頭
郡
丹
比
村
大
字
南 

杉
原
一
司
方
花
軸
社 

と
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
次
の
第
二
号
で
早
々
に
締
め
切
り
日
変
更
が
告
げ
ら
れ
て
い
る
。 

原
稿
締
切
繰
上
げ 

編
集
、
印
刷
の
都
合
に
よ
り
、
原
稿
の
締
切
を
毎
月
五
日
に
繰
上
げ
ま
す
か
ら
御

承
知
下
さ
い
（
係
） 

第
四
号
に
も
「
投
稿
要
領
」
と
し
て
「
締
切
毎
月
五
日
」
と
あ
る
。 

 

第
三
号
、
第
四
号
の
奥
付
に
よ
れ
ば
、
印
刷
日
、
発
行
日
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

第
三
号 

昭
和
二
十
二
年
五
月
十
五
日
印
刷 

同
六
月
一
日
発
行 

第
四
号 

昭
和
二
十
二
年
六
月
二
十
五
日
印
刷 

同
七
月
十
日
発
行 

し
た
が
っ
て
、
第
三
号
の
締
め
切
り
は
五
月
五
日
、
第
四
号
の
締
め
切
り
は
六
月
五
日

で
あ
り
、
第
四
号
掲
載
歌
は
昭
和
二
十
二
年
五
月
六
日
頃
か
ら
六
月
五
日
頃
ま
で
の
間

に
作
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。 

 

歌
中
の
季
節
も
そ
れ
と
照
応
し
て
い
る
。
本
資
料
の
短
歌
二
十
首
の
う
ち
、
明
確
に

季
節
を
表
す
語
句
を
ふ
く
む
の
は
、
先
に
引
い
た
〈
８
〉
「
夏
空
の
」
の
ほ
か
、 

〈
９
〉
ら
ん
ら
ん
と
吾
が
眼
か
ゞ
や
け
真
夏
日
の
野
辺
に
平
た
き
石
よ
飛
び
た
て 

〈
11
〉
山
肌
に
梅
雨
は
れ
出
で
し
土
く
れ
を
く
ら
は
む
と
し
て
来
は
来
つ
れ
ど
も 

の
二
首
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
夏
で
あ
る
。
ほ
か
に
、
〈
10
〉
「
陽
に
や
け
て
」
と
、 

〈
18
〉
太
陽
の
動
か
ぬ
ま
ひ
る
沼
へ
行
き
婦
女
の
ミ
イ
ラ
を
抱
き
て
し
づ
ま
む 

も
夏
の
印
象
が
あ
る
。
『
花
軸
』
第
一
巻
第
四
号
掲
載
歌
〈
４
〉
の
前
に
三
首
、
〈
13
〉

の
後
ろ
に
七
首
あ
る
か
ら
、
本
資
料
に
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
歌
は
、
「
五
月
六
日
頃

か
ら
六
月
五
日
頃
」
の
前
後
に
少
し
幅
を
も
た
せ
て
、
お
お
よ
そ
昭
和
二
十
二
年
夏
に

作
ら
れ
た
、
と
い
っ
て
よ
い
と
思
う
。
書
き
つ
け
ら
れ
た
の
も
同
じ
頃
で
あ
ろ
う
。 
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【
８
】
『
俳
句
手
帳
』
（
一
四
三
） 

 

押
し
型
網
目
模
様
焦
茶
色
紙
表
紙
の
市
販
の
手
帳
で
、
表
紙
左
上
に
「
俳
句
手
帖
」

の
枠
無
し
題
箋
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
末
尾
に
は
「
俳
人
住
所
録
（
Ａ
Ｂ
Ｃ

順
）
」
と
し
て
、
阿
部
み
ど
り
女
か
ら
百
合
山
羽
公
ま
で
五
十
六
人
の
住
所
録
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。 

奥
付
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

俳
句
手
帳 

 

昭
和
二
十
四
年
二
月
一
日
印
刷 

昭
和
二
十
四
年
二
月
五
日
発
行 

定
価
金
四
十
五
円 編

輯
者 

靑
山
う
た 

発
行
者 

東
井
三
代
次 

発
行
所 

 
 
 
 
 
 

奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城 

振
替
口
座
京
都
三
五
六
四
八
番 

印
刷
人 

 

岡
島
善
次 

奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城 

検
印
は
な
い
が
、
紙
片
を
貼
る
位
置
は
点
線
で
示
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
こ
の
よ
う

に
編
者
の
名
の
出
て
い
る
書
冊
が
検
印
の
な
い
ま
ま
市
販
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た

の
か
、
私
に
は
わ
か
ら
な
い
。
一
司
が
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
手
帳
を
入
手
し
た
の

か
不
明
で
あ
る
。 

 

○
内
容 一

頁
目 

 

左
上
に 

1
8
9
 
 

と
濃
い
青
イ
ン
ク
書 

二
頁
目 

 

「
群
盗 

 
 
 

木 

凍
る
」 

 
 

 
 

 

「
頭
ガ
イ
骨
を
釘
を
止
め
る 

 
 

 
 

 
 

夜 

悪
魔
ー

ー
天
使
」 

三
頁
目
か
ら
短
歌
。
十
一
首
、
歌
案
四
首
分
。 

 

○
他
文
献
と
の
対
応 

 

◇
『
メ
ト
ー
ド
』
第
一
巻
第
一
号
（
昭
和
二
十
四
年
八
月
十
日
発
行
）
と
の
対
応 

 

〈
１
〉
綿
雲
の
中
に
消
え
没
る
釣
革
に
ぶ
ら
さ
が
っ
て
る
お
ひ
た
ゞ
し
い
手 

〈
３
〉
雲
ふ
か
く
沒
す
る
ほ
そ
き
釣
革
に
ぶ
ら
さ
が
つ
て
ゐ
る
お
び
た
だ
し
い
手 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
指
手
」
全
四
首
そ
の
第
三
首 

 

◇
『
メ
ト
ー
ド
』
第
一
巻
第
二
号
（
昭
和
二
十
四
年
九
月
十
日
発
行
）
と
の
対
応 

 

〈
４
〉
し
ゆ
ろ
の
葉
の
蔭
と
な
る
卓
商
談
は
愛
□
妾
ひ
と
り
く
れ
て
や
る
件 

〈
２
〉
棕
櫚
の
葉
の
か
げ
に
な
る
卓 

商
談
は
愛
妾
ひ
と
り
く
れ
て
や
る
件 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

早
川
則
之
名
義
「
商
談
」
全
二
首
そ
の
第
二
首 

  

〈
４
〉
「
し
ゆ
ろ
の
葉
の
」
の
歌
の
□
は
「
妾
」
の
書
き
損
じ
で
あ
る
。
「
早
川
則

之
」
に
つ
い
て
は
、
塚
本
宛
書
簡
【
107
】
（
昭
和
二
十
四
年
九
月
三
日
）
に
、
「
小
生

歌
出
来
な
い
の
で
八
行
の
歌
一
首
つ
く
り
、
た
ら
ぬ
の
で
仮
空
名
で
小
生
の
二
首
出
し

ま
し
た
」
と
あ
る
。
「
小
生
の
二
首
」
の
も
う
一
首
は
、
「
ピ
ジ
ャ
マ
着
て
娼
婦
キ
ヤ

ビ
ネ
へ
た
ち
し
の
ち 

鏡
の
中
に
あ
る
赤
い
月
」
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
本
資
料
に
な
く
、

『
メ
ト
ー
ド
』
第
一
巻
第
二
号
と
そ
れ
を
転
記
し
た
ノ
ー
ト(

一
五
四
）
に
し
か
み
え
な

い
。 

 

○
年
次 

  

６
【
３
】
の
（
２
）
ノ
ー
ト
（
五
四
）
挟
み
込
み
紙
１
の
項
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
メ

ト
ー
ド
』
第
一
巻
第
三
号
の
実
質
上
の
投
稿
締
め
切
り
は
印
刷
日
の
十
日
前
で
あ
っ
た
。

第
一
号
・
第
二
号
も
同
様
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
〈
１
〉
の
作
ら
れ
た
の
は
、
第
一
号

の
印
刷
日
の
昭
和
二
十
四
年
八
月
五
日
よ
り
十
日
前
の
七
月
二
十
六
日
以
前
、
「
綿
雲
」

に
よ
り
春
ま
た
は
夏
と
思
わ
れ
る
。
〈
４
〉
は
第
二
号
の
印
刷
日
昭
和
二
十
四
年
九
月

五
日
よ
り
十
日
前
の
八
月
二
十
六
日
以
前
の
作
で
あ
る
。
「
綿
雲
の
」
の
歌
よ
り
後
ろ

に
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
春
よ
り
前
で
は
な
い
。
そ
し
て
次
の
二
首
は
、
傍
線

部
に
よ
り
夏
に
作
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

〈
８
〉
氷
菓
店 

塀 

新
聞
紙 

赤
イ
ン
ク 

コ
レ
ラ
マ
ン
エ
ン 

コ
ー
ル
ド
・

ウ
ォ
ー 

〈
10
〉
か
た
つ
む
り
通
れ
る
道
の
ね
ん
液
と
体
臭
で
唱
っ
た
シ
ャ
ン
ソ
ン
と 

 

季
節
を
表
す
語
句
は
、
こ
れ
ら
以
外
に
、 

〈
９
〉
裂
け
て
地
に
あ
る
花
び
ら
ひ
ろ
ひ
人
間
の
童
話
を
き
か
す
。
六
月
、
五
月 

に
も
あ
る
。
「
六
月
、
五
月
」
は
、
「
六
月
」
を
「
五
月
」
に
替
え
た
の
か
、
ま
た
は
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【
８
】
『
俳
句
手
帳
』
（
一
四
三
） 

 

押
し
型
網
目
模
様
焦
茶
色
紙
表
紙
の
市
販
の
手
帳
で
、
表
紙
左
上
に
「
俳
句
手
帖
」

の
枠
無
し
題
箋
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
末
尾
に
は
「
俳
人
住
所
録
（
Ａ
Ｂ
Ｃ

順
）
」
と
し
て
、
阿
部
み
ど
り
女
か
ら
百
合
山
羽
公
ま
で
五
十
六
人
の
住
所
録
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。 

奥
付
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

俳
句
手
帳 

 
昭
和
二
十
四
年
二
月
一
日
印
刷 

昭
和
二
十
四
年
二
月
五
日
発
行 

定
価
金
四
十
五
円 編

輯
者 

靑
山
う
た 

発
行
者 
東
井
三
代
次 

発
行
所 

 
 
 
 
 
 

奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城 

振
替
口
座
京
都
三
五
六
四
八
番 

印
刷
人 

 

岡
島
善
次 

奈
良
県
丹
波
市
町
川
原
城 

検
印
は
な
い
が
、
紙
片
を
貼
る
位
置
は
点
線
で
示
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
こ
の
よ
う

に
編
者
の
名
の
出
て
い
る
書
冊
が
検
印
の
な
い
ま
ま
市
販
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た

の
か
、
私
に
は
わ
か
ら
な
い
。
一
司
が
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
手
帳
を
入
手
し
た
の

か
不
明
で
あ
る
。 

 

○
内
容 一

頁
目 

 

左
上
に 
1
8
9
 
 

と
濃
い
青
イ
ン
ク
書 

二
頁
目 

 

「
群
盗 

 
 
 

木 

凍
る
」 

 
 

 
 

 

「
頭
ガ
イ
骨
を
釘
を
止
め
る 

 
 

 
 

 
 

夜 

悪
魔
ー

ー
天
使
」 

三
頁
目
か
ら
短
歌
。
十
一
首
、
歌
案
四
首
分
。 

 

○
他
文
献
と
の
対
応 

 

◇
『
メ
ト
ー
ド
』
第
一
巻
第
一
号
（
昭
和
二
十
四
年
八
月
十
日
発
行
）
と
の
対
応 

 

〈
１
〉
綿
雲
の
中
に
消
え
没
る
釣
革
に
ぶ
ら
さ
が
っ
て
る
お
ひ
た
ゞ
し
い
手 

〈
３
〉
雲
ふ
か
く
沒
す
る
ほ
そ
き
釣
革
に
ぶ
ら
さ
が
つ
て
ゐ
る
お
び
た
だ
し
い
手 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
指
手
」
全
四
首
そ
の
第
三
首 

 

◇
『
メ
ト
ー
ド
』
第
一
巻
第
二
号
（
昭
和
二
十
四
年
九
月
十
日
発
行
）
と
の
対
応 

 

〈
４
〉
し
ゆ
ろ
の
葉
の
蔭
と
な
る
卓
商
談
は
愛
□
妾
ひ
と
り
く
れ
て
や
る
件 

〈
２
〉
棕
櫚
の
葉
の
か
げ
に
な
る
卓 

商
談
は
愛
妾
ひ
と
り
く
れ
て
や
る
件 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

早
川
則
之
名
義
「
商
談
」
全
二
首
そ
の
第
二
首 

  

〈
４
〉
「
し
ゆ
ろ
の
葉
の
」
の
歌
の
□
は
「
妾
」
の
書
き
損
じ
で
あ
る
。
「
早
川
則

之
」
に
つ
い
て
は
、
塚
本
宛
書
簡
【
107
】
（
昭
和
二
十
四
年
九
月
三
日
）
に
、
「
小
生

歌
出
来
な
い
の
で
八
行
の
歌
一
首
つ
く
り
、
た
ら
ぬ
の
で
仮
空
名
で
小
生
の
二
首
出
し

ま
し
た
」
と
あ
る
。
「
小
生
の
二
首
」
の
も
う
一
首
は
、
「
ピ
ジ
ャ
マ
着
て
娼
婦
キ
ヤ

ビ
ネ
へ
た
ち
し
の
ち 

鏡
の
中
に
あ
る
赤
い
月
」
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
本
資
料
に
な
く
、

『
メ
ト
ー
ド
』
第
一
巻
第
二
号
と
そ
れ
を
転
記
し
た
ノ
ー
ト(

一
五
四
）
に
し
か
み
え
な

い
。 

 

○
年
次 

  

６
【
３
】
の
（
２
）
ノ
ー
ト
（
五
四
）
挟
み
込
み
紙
１
の
項
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
メ

ト
ー
ド
』
第
一
巻
第
三
号
の
実
質
上
の
投
稿
締
め
切
り
は
印
刷
日
の
十
日
前
で
あ
っ
た
。

第
一
号
・
第
二
号
も
同
様
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
〈
１
〉
の
作
ら
れ
た
の
は
、
第
一
号

の
印
刷
日
の
昭
和
二
十
四
年
八
月
五
日
よ
り
十
日
前
の
七
月
二
十
六
日
以
前
、
「
綿
雲
」

に
よ
り
春
ま
た
は
夏
と
思
わ
れ
る
。
〈
４
〉
は
第
二
号
の
印
刷
日
昭
和
二
十
四
年
九
月

五
日
よ
り
十
日
前
の
八
月
二
十
六
日
以
前
の
作
で
あ
る
。
「
綿
雲
の
」
の
歌
よ
り
後
ろ

に
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
春
よ
り
前
で
は
な
い
。
そ
し
て
次
の
二
首
は
、
傍
線

部
に
よ
り
夏
に
作
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。 

〈
８
〉
氷
菓
店 

塀 

新
聞
紙 

赤
イ
ン
ク 

コ
レ
ラ
マ
ン
エ
ン 

コ
ー
ル
ド
・

ウ
ォ
ー 

〈
10
〉
か
た
つ
む
り
通
れ
る
道
の
ね
ん
液
と
体
臭
で
唱
っ
た
シ
ャ
ン
ソ
ン
と 

 

季
節
を
表
す
語
句
は
、
こ
れ
ら
以
外
に
、 

〈
９
〉
裂
け
て
地
に
あ
る
花
び
ら
ひ
ろ
ひ
人
間
の
童
話
を
き
か
す
。
六
月
、
五
月 

に
も
あ
る
。
「
六
月
、
五
月
」
は
、
「
六
月
」
を
「
五
月
」
に
替
え
た
の
か
、
ま
た
は
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「
六
月
、
五
月
」
の
「
六
月
」
を
削
除
し
た
の
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
も
う
春
で
は
な

い
。
こ
の
歌
に
お
い
て
は
「
花
び
ら
」
も
「
六
月
」
、
「
五
月
」
も
、
日
常
の
世
界
に

お
け
る
花
び
ら
や
六
月
、
五
月
と
は
切
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
し
か
し
、
そ
う

し
た
問
題
、
つ
ま
り
い
わ
ゆ
る
歌
の
自
立
性
云
々
の
問
題
と
は
別
に
、
〈
８
〉
と
〈
10
〉

と
の
間
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
春
は
す
で
に
終
わ
り
夏
に
入
っ
た
頃
に
作
ら
れ
た
と
推
定

さ
れ
る
。 

 

６
に
お
い
て
、
ノ
ー
ト
（
五
四
）
挟
み
込
み
紙
１
の
十
三
首
は
、
そ
の
う
ち
二
首
が

『
メ
ト
ー
ド
』
第
一
巻
第
三
号
（
昭
和
二
十
四
年
十
月
十
日
刊
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
そ
の
他
に
よ
り
、
昭
和
二
十
四
年
八
月
二
十
七
日
頃
か
ら
九
月
二
十
五
日
頃
に
作

ら
れ
、
書
き
つ
け
ら
れ
た
と
推
定
し
た
。
も
し
、
前
段
の
推
定
が
あ
た
っ
て
い
る
な
ら
、

こ
の
『
俳
句
手
帖
』
に
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
前
、
お
お
よ
そ
八
月
頃
ま

で
の
作
で
あ
る
。
〈
８
〉
「
氷
菓
店
」
の
下
句
に
、
コ
レ
ラ
の
蔓
延
と
「
コ
ー
ル
ド
・

ウ
ォ
ー
」
す
な
わ
ち
冷
戦
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
「
コ
レ
ラ

船
」
が
夏
の
季
語
に
な
っ
た
り
、
「
コ
ー
ル
ド
・
ウ
ォ
ー
」
と
い
う
言
葉
が
流
布
し
た

り
し
た
ら
し
い
。
そ
れ
が
何
年
何
月
の
こ
と
な
の
か
私
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
昭

和
二
十
四
年
八
月
よ
り
後
の
こ
と
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

 

ち
な
み
に
、
右
に
引
い
た
〈
８
〉
「
氷
菓
店
」
の
歌
は
、
連
続
し
た
名
詞
の
み
で
成

り
立
っ
て
い
る
と
い
う
点
が
、
『
メ
ト
ー
ド
』
第
一
巻
第
二
号
に
載
る
「
風
景
」
と
共

通
し
て
い
る
。
「
風
景
」
は
、
前
記
の
よ
う
に
昭
和
二
十
四
年
九
月
三
日
の
書
簡
【
107
】

に
「
小
生
歌
出
来
な
い
の
で
八
行
の
歌
一
首
つ
く
り
」
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
頃
の
作
で

あ
る
。
「
氷
菓
店
」
が
昭
和
二
十
四
年
八
月
頃
ま
で
に
作
ら
れ
た
と
い
う
推
定
が
正
し

け
れ
ば
、
こ
の
歌
は
、
定
型
の
枠
内
に
収
ま
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
大
き
く
異
な
る

が
、
名
詞
を
連
ね
る
と
い
う
手
法
に
つ
い
て
は
「
風
景
」
の
先
蹤
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。 

  

結
び
と
し
て
、
こ
こ
で
取
り
あ
げ
た
十
点
の
作
歌
時
期
つ
い
て
の
結
論
を
ま
と
め
て

お
く
。
【
１
】
の
（
２
）
か
ら
同
（
５
）
ま
で
は
、
作
歌
時
期
・
成
立
時
期
と
も
未
詳
、

【
３
】
の
（
２
）
以
下
は
、
【
６
】
緑
表
紙
手
帳
を
の
ぞ
き
作
歌
と
資
料
成
立
の
時
期

は
ほ
ぼ
同
じ
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

【
１
】
の
（
１
）
未
定
稿
１(

五
二
） 

Ａ
群…

昭
和
二
十
二
年
夏
・
初
秋
頃
か 

Ｂ
群…

昭
和
二
十
二
年
秋
か
ら
冬 

Ｃ
群…

同
右 

Ｄ
群…

〈
51
〉
は
昭
和
二
十
二
年
九
月
か
ら
十
月
頃 

そ
の
他
は
昭
和
二
十
二
年
夏
か
ら
二
十
三
年
一
月
頃
ま
で
の
間 

成
立…

昭
和
二
十
三
年
一
月
初
め
頃
か
ら
同
月
終
わ
り
頃
ま
で
の
間 

【
１
】
の
（
２
）
未
定
稿
１(

五
二
）
挟
み
込
み
封
筒…

未
詳 

【
１
】
の
（
３
）
未
定
稿
１(

五
二
）
挟
み
込
み
紙
１…

未
詳 

【
１
】
の
（
４
）
未
定
稿
１(

五
二
）
挟
み
込
み
紙
２…

未
詳 

【
１
】
の
（
５
）
未
定
稿
１(

五
二
）
挟
み
込
み
紙
３…

未
詳 

【
３
】
の
（
２
）
ノ
ー
ト(

五
四)

挟
み
込
み
紙
１ 

…

昭
和
二
十
四
年
八
月
二
十
七
日
頃
か
ら
同
年
九
月
二
十
五
日
頃

ま
で
の
間 

【
３
】
の
（
３
）
ノ
ー
ト(

五
四)

挟
み
込
み
紙
２ 

…

昭
和
二
十
二
年
夏
か
ら
秋
の
間 

【
６
】
緑
表
紙
手
帳(

一
四
一)

 

Ａ
群…

昭
和
二
十
一
年
秋
以
降
同
年
十
一
月
二
十
三
日
頃
ま
で
の
間 

Ｂ
群…

同
右 

Ｃ
群…

昭
和
二
十
四
年
の
春
頃 

成
立…

同
右 

【
７
】
黒
表
紙
手
帳(

一
四
二)

…

昭
和
二
十
二
年
夏 

【
８
】
『
俳
句
手
帖
』(

一
四
三
）…

昭
和
二
十
四
年
八
月
頃
ま
で
の
夏 
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